
異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)
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3-05023886 乃lI '月 lOmg アランルカスト水和物 匡攣 軽快 型ヽ インフル エンサ 治 景 の ため リンロ7セ ル タミヒル を6日 間 月■用 した翌 日、理 事 発 作 か

見られた。44日後にけいれん重積発作が軽快した。
昆常以外-1

3-07000002 男性 '月 下明 塵摯 軽快 インフルエンサ硬食ほ隔Eで あつたが、リン獣ォセルタミヒルを処万。
菫摯力く起きたため、入院。

民冨 以 外
-2

賃性 0月 | 8mg 里事

陪育運延
Ｉ
明

日

下

■ンノルエンフワ7アン置狙慎 懸ヽ百億疵スrtl現。ソフアン慨種=口 、騒百億延玉:3職
快。ワクチン機種4日後、再び感口様症状あり、迅速検壺でインフルエンザ陰性。対症僚
法薬剤を,～2回服用。再度、感口様症状発現から2日後、386℃発熱。リン酸オセルタミ
ビルを服用。本剤服用約20分後、脱力、意識消失、チアノーゼ、痙摯を生じた。本剤服用
45分後頃、病院にて間代性けいれん、意識障害に対しジアゼパムを投与。10分後、痙摯
が止まる。約90分後、意識清明、神経学的異常なし。その後は服用なし。5日後、下肢機
能不良。発達障害あり。

民需 以 外 - 3

3-05005388 男笹 ‖ 月 13mg EヘンスロすへEン ン

塩酸アンプロキソール
d―マレイン酸クロルフェニラミン

塩酸プロカテロール
アセトアミノフェン

□征 思ヽ[胸
に)
応水腫(肺水
腱)
い停止(心停
lL)

殴l■肛 騒口様症状石りヽ 受rしインフルエンサと診断。治概日09にリン餞ォセルタミビル破与。2
日後、覚醒した後、四肢脱力・呼吸停止となり、救急搬送される。急性脳症と診断され処
置をとる。翌日肺水腫は消失。その後、人工呼吸器離脱し、リハビリ開始となる。寝たき
りの状態となり、外来で通院加療となる。

興吊 以 クl・~4

3-05016248 女 性 ‖ 月 6mg リルポシステイン
1-マ レイン酸クロルフェニラミン

ヘモフィリス国
性髄膜炎(イン

フルエンザ拝
菌による細菌
性髄膜炎)
硬膜下ヒグ
ローマ(硬膜下
水腫)

禾回 復 B型インフルエンサ発症。治原日的にリン饉オセルタミピル薇与。不剤破与終了後、1ケ
月後にインフルエンザ拝菌による細口性髄膜炎発現。けいれん嘔吐のため救急搬送さ
れる。本剤投与終了後約15月後、硬膜下水腫発現。細薗性髄膜炎は軽快したが、硬膜
下水腫は未だ回復せず。現在入院中。

民冨 以 外 -5

3-0700i805 男性 ‖ 月 〕5mg ″マト′ヽ ′ノエン
ジアゼパム
リン酸ジメモルフアン
カルボシステイン
塩酸シプロヘプタジン

回 撃 」慎 午後より発熱、けいれんを2回程発症。その後、インフルエンザA型治療のためリン酸オ
セルタミビル処方。1回目服用後もけいれんを認める。388℃ 。
服用2日日、入院。
服用3日日、夜、発熱は続き、数秒～10数秒のけいれんが損発。

民冨 以 外 ―●

3-03003223 力 lIL 屈 不明 塩酸シプロヘブタジン
ヒベンズ酸チペビジン
カルボシステイン

E識レベルの

こ下
下機嫌

睡快 型ヽインフルエンサ治療のためリンロォセルタミビル服用開贈。不剤‖【用のたひに不磯
饉、意識もうろう等の症状出現。症状発現後しばらく経過観察していると症状消失してい
ヒらしい。翌日夜に発熱、咳嗽も続くため急患受診し本剤中止し入院。その後症状の出
見なし。

罠冨 以 外 - 7

3-03003733 女性 1歳 80mg ロキタマイシン
カルボシステイン
奥化水素酸フエノテロール
塩酸シプロヘプタジン

亘撃 瞳 駅 インフルエンザB型と診断、リン酸オセルタミビル40mg/日を処方。5日目朝の服用後、我
与終了。翌朝、意識なく、両手をびくびくさせたり、眼球上転し全身強直など、痙摯が何日
b 続ヽく。他剤投薬により、午後になつて意識清明。同日入院し、後遺症なし。4日後には
童摯重積回復。

異常 以 外
- 8

リン酸オセルタミビル



魃 、年脚 景黎 精菅辮 状言例の概要昨獅:1年3月31日まで)

]:をF7刊■ヨ『F,■

男 l I 1ヨE 印硯 回復 B型インフルエンザ治療のため、投与量不明のリン酸オセルタミビルを服用:「層与開始後
3日目に、幻視及び不機嫌(軽微)の有害事象発現、入院。本剤中止後5日後に回復。

異常 以 外-9

カルポシステイン
塩酸シプロヘプタジン

et眠 回復 3型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル40mg/日を3日間31…
資4甲日、活気がなくなり、傾gE傾向がみられたくけいれんはなし)。3日日、発熱及び傾
lE傾向が観察されるため、入院。‖日日、回復。

異常 以 外-10

1 3-05024007 性 晟 36mg ヒヘンス霞テベビジン
塩酸アンプロキソマル
塩酸シプロヘプタジン
ツロプテロール
アセトアミノフェン

璽攣 回復 インフルエンザ確定診断でインフルエンザウイルスが検出されなかったものの、姉がA型
インフルエンザに感染していたことと発熟が見られたことからリン酸なたルタミビルの投与
開始。投与開始から約7時間後に下肢伸展の強直性痙摯が約1分半見られた。投与開始
から3日日の早朝にも痙摯が見られ、リン酸オセルタミビルの投与を中止。その後、痙摯
も回復。

興軍 以 外 -11

: : 5-UOu23′ 31 璽撃 不明 不剤1■用後、厘軍を遅こした。詳細不明(担当医の協力が得られなかった)。 異常 以 外-12

3-0′002190 180mg 吐

眠

嘔

隕
快
快

睡

隆
インフルエンザA型治景のため、リン酸オセルタミビル5日分処方するも、同日夕」5B分
を1回ですべて服用。服用1時間後、嘔吐発現(数回)。嘔吐発現から1時間後、慎眠発
現。救急外来受診。胃洗浄、輸液。入院。その4日後、嘔吐、傾眠軽快。  ´

異 常 以 外 -13

3-07003243 男 性 :晟 l l 4 m g 匡摯 ]恒 A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセメレタミビル服用開始。本剤月臓用後:0分以内
に、全身性痙摯発現し、同日回復。

異常 以 外-14

1 B -07∞3 男性 lE 22 5mg
理 軍 睦快 インフルエンザ迅速検査陰性であつたが、インフルエシザ

セルタミビル処方。                     ′
また急性中耳炎治療後でもあり、滲出性中耳炎化も考慮じ、抗薗薬等処方。

繁:贈編易i驚曹[早『選塚習1鸞鱒が始すり、緊急入院。なお、家族が本剤ル

異常 以 外-15

3-07027256 男性 lE | 8mg アセトアミノフェン 異常行動 回復 インフルエンザA型治療のため、リン酸ォセリレタミビル処方。帰宅後すぐ服用。1回日の月1
用後に症状(暴れる)が発現。暴れて手力|・Dけられなかった。同日2回目の服用中止。服
用4日日、本剤服用終了。

異常 以外―16

1 B-02001935 男 性 2屁 75mg ●恨蒲
アモキシシリン
桂麻各半湯
アジスロマイシン
リン酸ジヒドロコディン/d―塩酸メ
チルエフェドリン/マ レイン酸クロ
ルフェニラミン
デキサメタゾン

幻党 回復

風じ陽 卿 Ⅷ 護 .い
脚ナ礼 投引 日後5飾 gへ減量は 継続

、解熱。投与開始5日後に投与中止。

異 常 以 外 - 1 7

B-05023795 女性 2麟 22.5mg 即 夏

落ち着きのなさ眠臓
・

霜熙(39.:p)のため医療機関を受診し、その後リン酸オセルタミビルを服用。約3時間後

器質寮野 鷺臨 ]零]9盟就"霙』1鼎よ協8認
異常 以外-18

リン酸オセルタミビル
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3 0̈5025795 男性 :蔵 ,Omg ン /マ ハ ム 半期 ■ め まい コ復 賠熱し全身性痙摯があつたため近医受診、A型インフルエンザ治療のためリン酸オセル

シミビルを夕方より服用開始(嘔吐、下痢有り、発熱“℃)。翌日再度痙攣があリジアゼ
パム坐剤投与。本剤服用3日日解熱(37.2℃)したが、歩行時のふらつき出現。その翌日

し歩行時のふらつき改善しないため入院。入院3日目歩行時のふらつき消失。朝、本剤

lE用終了。翌日インフルエンザ軽快し退院。

異常 以 外 ―: 9

B-0700i353 ヌ E 2躙: `z mg 口性乳餞国製剤(2)
コートエキス散
嘔化リゾチーム

嘔酸シプロヘプタジン

異 冨 行 硼

筋力低下
復
復

回

コ

インフルエンザB型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。同日昼食後に不剤囚服し、程
なく立って歩こうとするが、フラフラしてすぐに転ぶといつた両下肢脱力、大声で叫ぶ症状
が発現。熱は38～39℃。異常行動は覚醒時に発現の様子。同日夕方、これら2症状は消
失し回復。その後、本剤中止。

異常以外-20

3-07003012 男籠 :晟 :14 mg 回復 3型インフルエンザの診断のもと、リン酸オセルタミビル処万。夜、不副‖臓用。深夜、不剤

猥用2時間後より、興奮状態、けいれん発現。日は半開き、ポーツとした状態(意||はある

様子)。
盟朝、393℃で、疲がらみの咳、鼻汁、かすれ声、咽頭発赤(軽産)あり。

異常以外-2:

3■07010107 ズ籠 2蔵 l2mg アセトアミノフェン 異常行動 回復 B型インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル処方。夕方より本剤服用開始。夜、異

常行動(夜中尋れる)発現。
服用4日日、本剤終了。
服用開始から6日日、異常行動回復。

3-07027920 男性 2歳 tU mg 7フリスロて・Iンン

カルボシステイン
塩酸シプロヘプタジン
アセトアミィフェン

異常行動 回復 インフルエンザA型に対して、リン酸オセルタミビル処万。

]轟音詳お1棚 厭 輩 獅 な出設
たり震えた九な

異常 以外‐23

3-08000403 女性 2屁 `′mg ンアセ′ヽム

アセトアミノフェン
露 姜

激越
異常行動

復
復
復

回

コ

コ i畿舅端鞍冒署:鞠駆僧:菫酬離1■錯紆
総 晋首、腹痛、軟便あ呪 午前、本島服用。部屋の隅でじつとしていた。傾眠。午後、

1llfittiI]トコli     割廷猛とば―ら濁

!003/4/111田摯
析規報告

3-08000404 女性 :11 : l  m g ニテル コハ 7霰 エリスロマインン

ンロプテロール
モンテルカストナトリウム
hL素 シス手イツ

客ち着きのなさ
復
復

ロ

コ

インフルエンザA型治療のため、リン酸オセルタミビル服用開珀。諜覆、源しく肛いて更閣

暑́れた。不租状態発現。30分位で落ち着いて入眠。不穏状態 回復。

la用2日日、深夜、激しく泣いて目を覚まし暴れた。不租状態発現。30分位で落ち着い

Zuυ●′4/1ス ロ●

新 規報告

3-000025:9 女性 `屁 Z 3 m g アンピシリン
セフジエル
セフミノクスナトリウム
ブドウ糖
開始液(1)
ベタメタゾン・d―マレイン酸クロル
フェニラミン
塩酸アンプロキソール
イブプロフェン

異常行動 EDl復

職場織醜1li蠍壷躍亀翼縣翼]#め■人が変

I量蠣理霧]猥妻1濃:冨‰疏l旨さ:、5分後側こ再

2003/4/1ルスF峰
新規報告

リン酸オセルタミビル



絣 、靱 職醜烹黎 蜘 塔声例の腰眸齢D

裂]3省肥 `ウ
ム

7v{>A.rat 2r=t:,

ウム、塩酸プロカテロール、テオ
なく、手の震え、ポーッとした感じ
t内に症状消失。なお、息者には萄労諄鞠F〔

。孫編肩麟属編論こ蓬凝播1:猥

後の夜突然転倒ぃo19砂口意識消兵:綺io芥商頑色沐百罰 患磁面職
し、清明。その後2日間投与を継続したが異常なし。心電図、血液、1日波、全能MR:検査
を実施するも異常を認めず。

1嘉粧r蘭聞鞘確瑯調酔護減 。15饗

ン酸ベクロメタゾン

ツロブテロール
アミキシシリン

39摺 :6℃
)、暇、鼻症状、にて、

今
剤処方。服用後、まばたきが多くなる(体温:

衛 盟 も 温僻
現し、300ごとぐら国こ3回線り返す。深夜、救創こて受摯

習ゝ嚇
うヽわごと回復。本剤中止。

ビフィズス薗製剤(4)
ッ自ブテロール

雛 轍

用5分後、腹痛があり臥床していた。

『"畿1騎F屋胤鯛駆雛 M、 :講臨隈

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月)から平成21年 3月31日まで)

3ヽ1 ; 口
,‖「11rlチ

｀
T 躊 1 『

= | = :Nふ
■口甲鴨口P'■ ■■

3-07027837 質籠 〕:調E ,1.5mg 菫酸アンプロキソール 瞳攣 回復 インフルエンザB型発症。体温は385℃。リン酸オセルタミビル:回服用後、電気が走るよ

〕こ体がつつばる発作を10回繰り返した。けいれん発作発現。その後、10～:5分後に嘔
生発現。30分程度眠つた目が党めてから1回嘔吐。再度入眠した。以後、けぃれん。嘔吐
まなく経過している。本剤投与中止。
本剤投与中止から1日日、けいれん発作。嘔吐 回復。

罠常 以 外 - 3 2 1003/4/1ルスロ|
自加報告

3-08001027 男性 〕歳 30 mg わJレポシステイン
カルボシステイン
メキタジン
メキタジン

匡攣 回復 今シァスン、インフルエンサ ワクテン禾職租 。

発熱し、元気がなくなる。

こ臨鮒囃構l」̀雑翻 ルしたJ力きヵ匈吟
けいれん発現から約30分後、会話可能となる。以後、本剤投与中止。

本剤服用中止から1日日、解熱し、同様のエピソードはなかつた。

2003/4/:ル人脚[

新規報告

3 3-02001232 女性 `蔵 75mg アモ千シシリン
=ベンズ酸チペビジン
らルボシステイン
ビフィズス薗製剤

協調 理 副 異 常 コ榎 インフルエンザA型陽性であつたが、熱性痙攣を起こしていたためリン酸オセルタミビルを

投与開始。投与2日日、目が回る、フラフラするなどの失調症状発現。投与経続し、3日

目朝には、症状みられないが、5回目投与後に失調症状発現。3時間経過後、失調症状

軽快し、投与中止。

異常 以外-33

3-06015552 男 性 :歳 i0mg ヒベンズ酸チペビジン
フマル酸クレマスチン
維持液(3)
コハク酸メチルプレドニゾロンナト
リウム
トリクロホスナトリウム

抱水クロラール
カルボシステイン

恵 願 賀 谷 碩 腺

痙摯

復
復

コ

コ

型ヽインフルエンザの治療のためにリン酸オセルタミヒルの服用を開殖した。月ユ用開殖か

Ь約1時間後に痙摯及び意識障害が発現。痙摯は3分程度で止まり、救急センター受診

資にジアゼパム坐剤を服用し、意識障害も回復した。転院後、ぼ一つとした様子が見ら

に、併用薬の使用も行つている。リン酸オセルタミビル月風用開始から2日日以降もリン酸

ケセルタミビルを使用している。

異常以外-34

3-06024209 女性 :歳 24mg 蔵甜 愛谷 次 服

務骨格硬直
異常行動

復
復
復

コ

コ

コ

インフルエンザ発症時に発熱■9.4℃)、咳、倦意懸。リン酸オセルタミヒルを月■用2時間

後t手のみ硬直した様子。ろれつが回らない様、赤ちやん言葉の様なものを発していた。

その約2時間後受診、意識は清明、麻痺なし、応答も明瞭。

異常以外-35

3-06026808 質性 :ヨE ,O mg カルボシステイン

フマル酸クレマステン

塩酸アンプロキソール

異常行動 回復 lE用後5時間、異常言勁発現。再来院し、入院。脳波及びCT横置での異冨はなし。 異常以外-36

3-07000067 彙性 `111 ,o mg チL嵌リングル晟

アセトアミノフェン

匡撃 コ復 リン酸オセルタミビル27m胡風用後、暫くして痙摯。2回目から服月中止。翌日、痙撃軽

央。

異常以外-37

3-07000:01 男性 `歳 72 me 堀酸シフロヘフ,シン
ヒベンズ酸チペビジン
セフォタキシムナトリウム
ジァゼパム

匹軍

意識レベルの

低下

4 日`月

回復 乗奇:壼織 嗜こ↓I`長督詈措錯緊Fi膜了驚濶 lじ継黒1猟れ
ん、意識レベル低下(ともに非重篤)発現。

曇慨 暑為盆奥ξ猾 謂 翻 獄 囃 靴1犠鶴
発現。

異常以外-38

リン酸オセルタミビル



異́常な行動奪脚 景製轟轟′l準甘露奮毛理埼言例の概要鮮齢向

ml憫 脚黎Fri.1
《 B-07000152 女性 4載 :00mg

軍
異常 以外-39

=寵 |ロニ ,o mg

ヒベンズ酸チペビジン
塩酸アンプロキソール
塩酸ツロブテロニル

復

　

・
醸簿デ語そ

のま製疑輩繁告征爛 霊常
本割服用中止。

民 吊 以 外
- 4 0

4 日却 7000243 男性 `晟 D4mg

プランルカスト水和物
ンロプテロール
アセトアミノフェン

民常行動
直摯

優
復

回
回

インフルエンザB型と診断.リン酸ォセルタミビル服用1時間後、突然実い出すが、幅

爵混tttFに拡じず、暮楊琶鷲鯉乱肥驚詣認契競与踪磐Z辱彼
異T以 外 -4:

3-07000285 女性 :コ電 t0 mg セフトリアキソンナトリウム
唯
　
　
一齢

インフルエンザの疑いの為、リン酸ォセルタミビル投与開始。熱性痙摯発現。 ~~
インフルエンザは陰性`熱性痙摯回復。

異常以外-42

女性 4E 50,`
厘 軍

異常以外-43

B-07001747 女性 4蔵 `o mg

る
にトロコテイン・エフェドリン配拿

アセトアミノフェン

匡撃 回復

回置

幾儡
異常以外 4̈4

ヌ 圧 0月E 50m` Eヘンス霞テヘビジン
カルボシスティン
塩酸シプロヘプタジン
非ピリン系感冒剤(2)

嘔 軍

諮ヨF恐ビピ輛輔轍雲i露辞艤蠍悪」|みたの
異常以外-45

女性 4E 23.5mg 嘔餞シフロヘフタジン
ヒベン地 チペビジン
セフロキサジン

厘軍

異常行動
傾

復

回

回

錯
球 鵬 3聟 r服

用した釧 あったよ そのと割ま何もなかったとのこと 離

異常 以 外 -46

リン酸オセルタミビル



喬品轟飢蟄撃鵬 '薫學善袋
の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
21年3月31日まで)

N● 1 E

3-07004032 女性 晟 56 mg 口石 饉 アリメマツン

Eベンズ酸チペビジン
塩酸プロカテロール
塩酸プロムヘキシン

8Tll
異常行動

慢
復

回

コ

伽 ラエンザA型との診断にてリン酸オセルタミビル処方。服用約2時間後、壁を見て
・
こわい、こわい」と怯えるため再診して入院。インラルェンザの熱せん妄の可能性もあ

り、入院しながら服用し、経過観察する方針で本剤20mg再投与。再び2時間後、「こわ
い、こわい、虫がいてる、やつつけて」と15分間怯えため、本剤中止。30分後、意|1清明。

1熱は39℃あつた)

異常 以外-47

3-070:0:10 男性 11屁 )υ mg アセトアミノフェン 異常行動 I・l復 3型インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル処万。夕万より服用開環。実鬱晴、"

熟はそれほどでもなかつた(36～37℃)。夜、異常行動(夜中暑れる)発現。

11用2日日、異常行動回復。

〕E用5日日、朝、服用後、本剤終了。

異常以外-48

3-07027782 男性 :麟 5m` 嘔酸シフロヘフタシン

鎮咳配合剤(1)

アセトアミノフェン

アセトアミノフェン

異常行動 J復 インフルエンザA型治療のためリン酸オセルタミビル処万され、月■用。

昼、寝ていてギヤンと泣いた。

1輪絣 瞥鱗副闘輩解髯翼児また。頭をぶつけてくる感じ

期魃 魏[キ[:i調:讐鍮 l111::織ら
全く異常なく、健康との連絡あり。

異常-20 2∞3/4/1以降
追加報告

3-08003750 女性 `歳 ″ mg 盤酸シプロヘフタジン

アセトアミノフェン
ξンペリドン

異常行動 コ複

多えら11:鰊 躍 鍛 「昴し

賞舒3瑞酬 蔀盤籠整醍 彙 羅 認が
はだつこする

署層鶉 課晶『義£膚端 轟られず。回復と判断。
服用3日日、再診。解熱し元気よくなつた。           ヽ

2003/4/i以降
析規報告

3-08027286 女性 `歳 ,5 mg アセトアミノフェン 異常 行 動 コ復

鱗欄 羅 f燃祓 滉端
栞:崎鰍 譜F】彗Vlζl:り事:11きり、綱a17.
本剤服用終了から2日目t退院となつた。

断規報告

3-08029728 不明 l歳 三与
明

破
不

墜軍

き識消失
覆
復

回
回

3年ほど前の春に柄院看糞夢。インフルエンフこ鬱町e7●リノロzτ ハ

(5日間)。

融模λ電留覇獅〔雪驚讐道当f潜漢膚雲Lたが意臓がなくなり入院。
下痢、腹痛発現。

理 蟄 蠍 なる。続 骸 、アレル‐ 性の聴 歩 断。

断規報告

リン酸オセルタミビル



糀 鋼電職紺鶏鍬撃譜醍粁例の概要昨貯D

、インフルエンザ疑いでり:

■に目を開き、タォルを取ろうとテるもづ豪●績五恐ぃとぃぃ泣き叫ぶ。この

F鵞濶
詈層鏃 明∝ ■ 口tlJ識 ま 叫ぶ様な状況が何度

目に両側下腿痛発現。翌日より本剤投与中止。有害事彙発現8日日、回復:

謳 譲 蠍 F障
害あ●711悦百五IIあ533芽1

呼吸停止。(=々 にわたり鮮緬詢査を伝蔽

るが、以後有害事象の発現なし。
は秒

Pが
発現。す0こ回復。入院しぞ纏邁h暴 テ

百郡 曇趙鐵 塁錘聾飾 躍姜認 暉 諏
剤投与中止。翌日、解熱あ■あ無投薬で経過観察。1日後、インフルエンザ回復。

フマル酸クレマスチン 霧I[
鸞翼藉翼財 J～

かん構 断し入院となる。ジアゼパムを計3回使用Jナいれ

to)*. iEE. r;t* vl\tl, lvttL.

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

=・■N献lT ～
硼 ■[用肇

'・
電 守 デ'F‐・'N6■

質籠 'E 「u mg ユロτノ刀ヘン=不 ヤンル

=ベンズ酸チペビジン

盤酸シプロヘプタジン

豊酸アンプロキソール

壼酸プロカテロ…ル

異常行動 回復 リン酸オセルタミビルЛ[用開始。
同日、「何か気分がいいJとの異常言動が発現し、翌日回復するが、服用4日目まで、「何
者かに追われている」との異常言動が発現。
11用4日日、本剤服用中止。中止翌日、異常言動回復。

尾常以外-57

男性 )屁 ,u mg ■ 霰 =ノ 刀ヘ ン CI不 ヤ ン ル

塩酸シプロヘプタジン
アセトアミノフェン
耐性乳験菫製剤(3)
塩酸アンプロキソール

童攣 」 覆 リン酸オセルタミビル服用当日夜、意識陣吾(■扇)、痙肇が発現。翌日、意露陣詈回

巨。

尾常以外-58

3-07000148 男籠 '歳 uu mg アセトアミノフェン 座摯 回復 インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル投与開始。本剤投与終了2日後、意諄陣
書、痙摯発現。同日、回復。

蔵常以外-59

3-07000282 男1■ ,E , v  m g ヒヘンスロテヘビツン
カルポシステイン
塩酸プロムヘキシン
塩化リゾチーム
塩酸アンプロキソール
アセトアミノフェン

妄

覚

Ｅ

句
置
明

到
不

fンフルエンサA型の移断にて、|

讐せるような仕車あり。元気なし。

ル処万 。不剤 llt用30伐 、口そ…

服用3時 間30分 後、覚醒 してから多

卜、興奮、幻覚あり。 体温38.8℃。幻覚症状

ヒしては、さかんに手を伸ばして目 で間歌的に認

r軽 棒

異常以外-60

3-07001738 男性 511 ,O mg セフジトレンピボキシル
d―マレイン酸クロルフェニラミン
トラネキサム酸
カルボシステイン
フマル酸ケトチフエン
メフェナム酸

回 復 〕90℃の高熟あり。インフルエンサウイルス検出されなかつたが、インフルエンサ儀いの
Lめ、リン酸オセルタミビル処方。夕方、本剤Я[用30分後、踊つたり飛んだりしだす気分
葛揚が発現。経過観察。同日症状回復。本剤服用中止。

民冨 以 外
-01

8-07002264 男性 '11 :●u mg 異常行動 回復 fンフルエンサ の診 断 にて、リン霰オ セル タミヒル 覺 万 。同 日夕万 より月瞑用 F n田 。

E用2日日、発熱持続。朝、夕服用。その夜、就寝していたところ急に足をバタバタさせ、

|の後「おしっこに行きたい」と話しトイレヘ。排尿をすませた後走つて戻り、何か早口で

県り(家人に内容は分からなかつたとのこと)再度就寝。異常行動ではないかと救急受

参。受診時意|●清明、見当識良好、神経学的異常所見なかつたが、家人の心配が強い

しめ、入院の上、経過観察とした。本剤服用中止。入院後は何事もなく解熱。

尾冨 以 外 -62

3-07002947 男[ ;歳 ,O mg ロル不ンスアイン

=ベンズ酸チペビジン
璽軍 回復 インフルエンザA13性と診断され、夕方より、リン酸オセルタミビル服用開始。月■用:時間

30分後、けいれん発作発現(i分程で停止).服用2時間後、受診。けいれん発作誌 つ

いており処置なし。念のため本剤服用中止。
投与中止3日後、病状軽快。

建軍 以 外 - 6 3

3-07003094 男lI ;歳 jo mg フマル酸 クレマステン 猥 職 回復 インフルエンザA型と診断され、リン餞オセルタミヒル処万。昼に不剤月■用し、Z時間キ

眠つた。覚醒後に手と首にふるえがみられ、はつきりと聞き取れなかったが歌を歌うよう

な何を言つているかわからない発語がみられた。痙攣t手と首のふるえ、意味不明な発

語発現。2-3分ではつきりとして回復。この時の体温は不明。本剤服用中止。

投与中止7日後、インフルエンザ回復。

異常 以 外 - 6 4

リン酸オセルタミビル



穂鍋尋辮謝増粛鉗鍬雪譜鷲粁例の概要野貯臓

拠識鰯 鄭 :廠輌聴 ‰

楼理L辮 朧 驚轟 飛 譲
爾様覇 置稀I巌駐 漸語 直 跳
ていた。夕方、けいれん発作回復。

甲, ,`9多Fi:て受診。ィ

筵疑1穿品 製 鴨 Ψ踏競甲辮 醐
異轡t謙鵬年lЛ獣1擢L舗犠員輩ぶ驚震鵞摯:雲醜

珈 .搬 ポ:]lill異:と証菖[」二
聾窒伸4時Ш筆ヽ蓄便、嘔気、嘔吐後膚̀臨る。

濶 隕 鰈 朧1靱
贅1獅蒟武穆ど調整絲だ̀翡隔蘊爾葛
?鯨 薩 壇ぜT叫

んでIBEの中雨 三:ほy滉菰 :麒毬 磁ヽ飛ぶ

ly
家族の判断で本剤内服中止。  ~~~~T~~‐

~

1鼈 1臨 刷 蓑端 臨 」臨翻 f壼
刷 f躙 豚ま昔獅 蛾 鶴 皐1輛 輔 升

鮒 靱 榊占聯詐兵織鞘 裏蜃勇馳醸跳発晋省層膠 置馨1瑠覆
があり入院し、同

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

No l 鵬 弓 1「 !
いt,I イヽ                             瞥 樹で町 '711戦り年11■1生

・
IV″Pキ 1=:1円。 「T騨口'F

3-04027499 女性 〕歳 200m` ヒベンズ酸チペビジン

塩酸シプロヘプタジン

アセトアミノフェン

レポフロキサシン

覚

攣

η

Ｌ
回 復 型ヽインフルエンザ確定診断後、リン酸オセルタミビル200mg/日を薇=開 鮨。破与開":

ヨロ、1回日の投与後、少しの震えを観察。2回目投与約1時間後、全身の農えるような

重攣発現、幻党をみているような状態が1時間続いたご2日日本剤服月中止、痙摯回復も

晩水症状あり、入院。3日日、有害事象回復し、退院。

尾富 以 グド

3-05001259 男性 '膚[ 〕Omg `]硯t刈硯′
臓妄(夢遊状
臓)

コ複 インフルエンザ6治療のためリン酸オセルタミビル投与2日後突然屁書だし1プらlfら実い

出しtつまむような手の動作をする。発熱39℃。同じ状態が解熱するまで4日間続く。平

いになり、意識正常になうた2日後インフルエンザA発症、本剤を1日投与するが確妄等

しく解熱する。

異常以外-76

3-0502:404 男性 )1ヨ電 l9ni カル不システイン

塩酸シプロヘプタジン
ヒベンズ酸チペビジン
ジァゼパム
フェノパルビタール
ビフィズス薗製剤(4)
酪酸菌製剤
塩酸プロカテロール
カルボシステイン
塩酸アンプロキソール

gロレヘルの

■下(意識レベ

し低下)

回復 2日前から発熱(40℃)インフルエンザB診断確定後リン酸オセル,ミビル鷲与開贈。=目

度からろれつが回らずうわ言の内容が聞き取れなくなり、手探り動作、意識レベルの低

下発現。意識レベル低下発現2日後本剤投与中止と共に意識レベル徐々に回復。意臓

レベル低下発現8日後に回復となる。担当医によると症状発現中の頭部MRIの所見はイ

ンフルエンザ脳症として非典型的。

3-05023797 男性 '月1 )6mg =ベンズ酸チベビジン
塩酸アンプロキソール
に酸シプロヘプタジン
イブプロフェン

η党 型ヽインフルエンザで高熱(39°0の ところを受診し、その後リン酸オセルタミヒル看服用。

的3時間後に幻党が発現した。入眠するも、翌朝に党醒後に再度幻党が発現し、40℃の

“熱であつた。昼過ぎには幻党症状が消失し、体温も37℃以下であつた。

異常 以 外 - 7 8

3-05024745 男性 '1月2 30mg 臭化水素酸デキストロメトルフアン

塩酸アンプロキソール
口党 コ複 所而百研刀函F□ "ミ 餃 服用し■ 幻

彗ザ」菫柴著鸞貫塁覇攪易1脚 用開始か型ヽインフルエンザで発熱(39.3℃)が見られ

ら約4時間後に幻覚症状が発現し、リン酸オセルタミビルの内服を中止。その後、幻党症

伏は回復した。

異常以外-79

3-05025712 男性 '歳 78mg 口妥 E・l復
皐鶴酬 躍肇1脇1匙躙l署お鞘だ卿 附翼
映、回復。

3-050257:3 女 性 うJHi 不明 匿古L状 態

大発作痙摯

コ覆

I●l復

型ヽインフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用開始( 3 9 . 2つ)。夜、不副2日日

限用約15時間後に興奮状態、錯乱発現(目が据わり壁に向かつて叫び、次に高実い).

里朝本剤服用時、味が悪いと少し嘔吐、以降本剤服用せず。夜、体温37.6℃。錯乱回復

するが回復時期ば不明。

異常以外-81

A型インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル服用開始。月■用1時間40"曖観E・

耐 性痙摯蹴 約"間 持楓 け 後敦
鱗 I曇 鰯 舗 鼎 鵠じるが、指の不随意運動が見られていた。メ

与は中止。6日後に解熱し退院。

異常以外-32

3-05025717 男性 ,咸 75mg

リン酸オセルタミビル



鷺錦尋灘靴魏雉 奪言露欝喬理峰声例の概要眸齢臓

愧 蹴棚鉾爛剛篇爾語諏爾瓢藤
1,rF備考|9 己-06024210 女性 72mg アセトアミノフェン 阿寛 コ覆

異常 以外-33

男性 6歳 tE mg 異冨行コ 唖
　
　
一唯

回復。
レ‐Lノフ層派のたのリン霞不セルタミビル破与開始。翌日、異常行動発現。その“ 罠需 以外-84

B-07001808 男 性 3晟 130.2mg ンペリドン 異常行動
異常 以外-35

女 性 5屁 96 mg アセトアミノフェン
ヒベンズ酸チペビジン
カルボシスティン
プロピオン酸フルチカゾン

饉E■ 厘撃 四 瞑

〔奪醐∵跳懲:誠疑ζ71どま署ま震
レタミ囀レ服用00m。=摯、声を発す碑駆 異常 以外-86

日-0′002054 男 性 DE 暉o mg
異冨 行 コ 回復

異常 以外-87

B-07023193 女 性 6歳 じu mg

カルボシスティン
塩酸シプロヘプタジン
塩化リゾチーム
アセトアミノフェン

異常 行 動 回復
異 常 以 外

男性 61E 鷲う三

不 明
異常行 動 回 復

錯 雉 =本
剤naH開始J風用約4時間後、異常行

翠
発現し 入院。

ZυUU/4/1ルスロ摯
新規報告

男 性 7晟 80mg 7ラリスロマイシン
壼酸プロカテロール
bルボシスティン
=酸プロムヘキシン

nCl思暉脅
書字障害
異常行動

軽快
異T以 外 -90

3‐03009903 男性 7屁 72mg
麗妥 コ復 ′Lこ″"現 。不剤薇与終 r日につわごと回 異軍 以外-91

5-0402′ 265 質 E ′用E 〕Omg E化リツチーム
=フジトレンピボキシル
'マル酸ケトチフェン

噌 I E

に体温
下明 5蕃E勇編1北辱量童ご栗衡1鴬畠珀酎蝿 ■晶熙蹄F与

2日
早民需 以外-92

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

ヽど :口
"l「I号 口 1

千 『 Nb■

B-0500:028 男性 7月[ ,9mg 露姜t田量 思ヽ
床のわからな
い事を言う))

隆快 インフルエンザに対してリン酸オセルタミビルを投与開始。翌日露妥輛 味のわからなし

事を言う)発現。本剤の投与を中止したところ翌日軽快。
異常以外-93

3-05021660 男 性 7歳 不明 アセトアミノフェン 異常行動 発熙(40.0℃)、咳、咽蹟痛にて、不剤IL用。

その後、解熱剤服用。この頃より異常行動(トイレの場所がわからない、いない人が見え

る等)発現。

粂鷺 ξ 9 J耳 」ず糖霞理勢琺亀異常行動促 をパタバタして突然歌ゝ 御 こ教科書の

文章を読む、いない人、物が見えるなど)翌朝まで持続。

朝以降、異常行動(意識障害)消失、解熱傾向。
3日後、退院。

異常 以外-94

:0〔 3 0̈5024829 女 性 7月E 小 明 К」冤 1 明` E当 医の協力が得られ 民軍 以 7 1・- 9う

3-05025796 女性 7歳 ,9mg アセトアミノフェン
リン酸ジメモルフアン
塩酸シプロヘプタジン
カルボシステイン

」霜Eめ まい

η覚

コ復 A型インフルエンザ治僚のためリン餞オセルタミヒルを夕万Jtり服用開"tUU℃ ′。=期 日R

用直後より回転性めまい、幻党が発現し入院し本剤中止。症状は2時間程度持続した。

その後症状消失したが、発熱は持続。人院5日後解熱し、インフルエンザ軽快・回復した

ため退院。

異常以外-96

3-06025201 男 性 7蔵 不明 アセトアミノフェン 異 亭 何 期

意識レベルの
低下

Ｉ
復

回
回

7フラルエンザのため、本剤処方。その夜、異常行動(意味の分からないことを話したり、

同もないところに手を伸ばしてつかもうとしたりする)が発現し、入院。翌日、解熱し異常

言動消失。2日日、退院。

異常 以 外 - 9 7

8-07000075 女 性 蔵 〕Omg アセトアミノフェン

奥化水素酸デキストロメトルフアン

嘔化デカリニウム

臨咳配合剤(1)
アセトアミノフェン

アズレンスルホン酸ナトリウム

幻寛 回復 ′ン酸オセルタミビル服用開始。月L用2時間俊に幻寛発現。

限用5日日、幻党は回復。

異常 以 外 - 9 8

3-07000157 男性 7歳 ,O mg J―マレイン酸クロルフェニラミン
わルボシステイン
酎性乳酸薗製剤(2)

薩妻 コ 複

辮鰊締捌棘轟薩幣
孟爾普増:鶴プli靭錨暫鷺せん妄回復。本人は覚えていなかつロン酸オセ
ルタミビル3回目服用。以後1日2回ずつ月風用。

異常 以 外 - 9 9 2003/4/1"スロ肇
追カロ報告

リン酸オセルタミビル



謡錦認理辮 曽景鉗期雪譜鷲瞥例の腰作棚

"■■1口ηiri,3-07000277 男 性 不 明 クラリスロマイシン 躇 彙 回復
異 昴 以 7 1・- l u u

3-07∞:360 男性 7麟 38m=
漱 越 円 ■ 型ヽインフルエンザ治療のため、リン酸オゼπタミビル投与開始。服用:時間後、約30分

立いたり、父親に殴りかかった(叩いた)という異常行動発現。

冥鶴 離
ま吹 嘘 本剤2回内服した凛 常行動はなかった。異常行動軽

異常 以外―101

B-07001665 女性 7屁 ′mg クラリスロマイシン
奥化水素酸デキストロメトルファン
耐性早L酸菌製剤(3)
アセトアミノフェン

異常行動 回 復

回復

回 覆

異軍 以 外 ―1 0 2

B-0700:811 男 性 7蔵 116mg ン /t′ ムヽ 恵融 変容 状 態

i讐                       ]
明。

異常 以外―:03

鷹 7蔵 39mg

窃 砺 寧ラ瑞
塩酸シプロヘプタジン
壇酸ツロプテロール

異常行動

繹 、薦證
ま牌酬繹霧あ働翠

用中止。

異常 以 外 -104

男性 7n 120mg アセトアミノフェン 異常行動 回 復
異常 以外-105

男 性 7歳 me

暉
織

■
明

円
不 [「

円場 い 4暉 ヌ砂 °■ノ′ルニン7● 翼 こ諄町され 、リン
腎

ォセルタミビル処 方され 異 冨 以 71・-10 0 ιuu O′4/ :以 障

追加報告

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日まで)

NO´
・
11ヒ調「"|1颯暉りr‐ 'lEE■

3-07026573 男性 '歳 Ju mg 異常 行 動 コ復 インフルエンザA型の診断にて、リン餞オセルタミヒル処万。同日、順用囲"0時 間慎、千

もみをしたり、腕組みをくり返す。祖母の洋服を意味なくひつばつたり、祖母に汚い言葉を

段げかける。受診し入院。この間本人の記憶なし。入院後、異常行動はなし。

尾常 以外―:07

3-08002522 男性 7晟 :u mg アセトアミノフェン
塩化デカリニウム
ヒベンズ酸チペビジン
塩酸シプロヘプタジン
塩酸アンプロキソール
セネガ

民軍 fT羽 回復

鰤
その後、インフルエンザ軽快・回復と判断。

1003/4/1以降

所規 報告

1 1 3-08002921 女性 7晟 ′z mg アセトアミノフェン

メトクロプラミド

塩酸トリメトキノール
カルボシステイン

酒石酸アリメマジン

異常行動 覆

復

回

回
醸染性胃腸炎発症した翌日、インフルエンサA型およひB型混宙融茉こIE疋諄虻 TL、リ

ン酸オセルタミビル服用開始。

[   1ま 胤 瑚 堪 螂 嘱

漕彗1クど墨理機楊燿 彗医に報告。本剤服用中止の指示を出す。

異常行動はその後認められないため、回復と判断。

2003/4/1以 降

断規報告

〕-08025787 質[ 7歳 ,6 mg 句覚 I●lI

脚経り盤ぽ辱践覇ば盤を出またさせているので祖母

:麗害麟:罐鋪蠣額蛯奨響惚編こ扁ぉ
記憶なし。

2003/4/1:ス置筆

新規報告

3-08029841 質 E mg メトトレ千サート
メトトレキサート
メトトレキサート
メトトレキサート
コハク酸ヒドロコルチゾンナトリウ
ム
コハク酸ヒドロコルチゾンナトリウ
ム
ホリナートカルシウム

ホリナートカルシウム
塩酸グラニセトロン
塩酸グラニセトロン
塩酸セフォチアム
タツパクタムナトリウム・ピペラシ'

ンナトリウム
トブラマイシン
ァムホテリシンB
,k酸4ヒマゲネシウム

舞 聡 柄 ′ア

トーゼ
精神症状

無力症

置
復
復

回
回
回

急性リンパ性白血病を合併しており、前治療あり。体温は382℃。孤二物買の破与を5H

嶋轟内でインフルエンザA型発生。免疫抑制のリスクを考えリン酸オセルタミビル服用開

始。

緊尋負き基早冒』梨質肇螂 難となり病室へ議
露貢議菫晨写蘇1語辞喜罫其酬 こ脱力、アテトーゼ様運動あり。
ベッド上でもじつとしていられない。

憲塁り7″ f糧命歴:メトトレキサート1聞症などを疑い髄液検査、頭部MRI、血液検査を

行うも原因を示唆する異常所見なし。

栞蜀鱚 霊 1靱 お惧織こ戻る。

新規報告

リン酸オセルタミビル



秘翻畿 靴凛景r軍望′理謀掌記言電埋埼声
例の概要作齢臓

苺事∵捕碁t
男 性 8蔵 150mg イブプロフエン

ドンペリドン
アセトアミノフェン
ヒベンズ酸チペビジン
カルボシステイン
メキタジン

浮硼Eめ まい 凹 優

言:満    !:早 1聟 rり
釘l mmm̈帷力

T―
ス

寝謂ぶ=言薦ぎ岩首離騰r 他`院転院。

異 常 以 外 - 1 0 8

女性 3晟 90m`
片蹟 層 回復

回復

蕊 醐 撼 l曇:雌躍蹄 諦躍
'ン投与後軽快。片頭痛の既梓層有り。

異常以外-100

男性 3麟 :20mE

レバミピド
“J侃

異常行動 覇W副=ぶ螺、藉舗稽ダ童1群翻̀ 颯錮墓脳波所見からインフルエンザ1目症と判断して
え、本剤を投与継続。
本剤服用3日日、解熱し、本剤服用中止となる。

異常 以外■110

日-03003105 男 性 3歳 105mg アセトアミノフェン
フマル酸クレマステン
ヒベンズ酸チペビジン
カメレポシステイン

部分発作 隆 快

霜Fl聴
犠感尋な 凝 鶴 、義禾蓼V32露 鳳lてリン酸オセルタミ白レ投与開

機器 長島蹴漬比r止
わめぐ機合わなくな&鶴“℃とな吹砺受診。

翌日、体温382℃。その後本剤は服用せず、ふつうとなる。

異 冨 以 外 -1‖

日-03011619 女性 B口E oumg 相 伸 暉 晉

表出性言語障
害
流涎過多
直 ヽ 嗜 菫

禾回復

不明

疑i輔 難 趾 緋 黎 環蹟係]畿Ё■月][暦 異 冨 以 外 ―112

3-04026773 3月二 不 明 な し 鷹攣

百■都齢 案議鞘 1習賂慣iロ
レ御酬用。騰 異常 以 外―:13

B-05000045 女性 B歳 l0m8 なし 夭語症
意識変容状態

回 復

‰ f蹴晰i筆躍な露潟撃属
爾i幾鑑言語雷

2

唐記 。
目の朝で中止。翌日、有害事象回復

異 需 以 外 -114

男 E BコE 51 mg ヒベンズ酸チペビジン
颯酸アンプロキソール
フマル酸クレマステン
アセトアミノフェン

口妄(せん妄) 回 復

椒鼎激言燿駈瓢 仄 野ヽ嶋硼饗鼎
異常 以 外-115

女性 BE :05mg =ヘンスロチベビジン
わルボシステイン
颯酸シプロヘプタジン
シヤゼンソウエキス

B諄 翼 書 状 題

熙下障害
麻音障害

回 置

鷲囃    犠 ]辮 名畷
醍常 以 外―11 6

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

・
N o  r コロリ" 「lFり, E 千 師

3■5022∞3 男性 31lE 下 明 驚姜

異常行動

落ち着きの根

睡快 既住歴として無薗性髄膜炎あり。
発熱(38.6℃)にて受診し、本剤処方される。本剤服用後、意味不明の言葉、意味不明の

行動、不租発現(5～10分間)。救急車にて来院、来院時は意臓障害なし。点滴し、2時

間経過観察するが、譜妄、異常行動、不租軽快。帰宅

異常以外―::7

3-05026593 男性 'E 50mg bルボシステイン

=ベンズ酸チペビジン

菫酸シプロヘプタジン

E妥 下明 型ヽインフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビルの月■用看開珀した。服用開"か ら調

:時間半後にせん妄が見られ、約30分持続した。その後、リン酸オセルタミビルの服用は

中止した。

異需 以 外
- 1 : 8

3-060:6148 男性 〕晟 下明 セフツトレンピ不千シフレ
カルポシステイン

gロレヘルの
ほ下
直攣
頂痛

復

覆
復
回

コ
ヨ
未

詳細が不明。
インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビルの服用を開始した。意識レベルの低下、

痙摯、頭痛はリン酸オセルタミビル服用終了後7～8日後に発現した。

尾常 以 外 -119

3-06026529 欠 笹 :歳 7 5  m g じ口翼轡祇恵
太発作痙摯

■
復

日
回

リン酸オセルタミビル75mg内耐110分後、嘔吐し、その後焦点合わず水をいじつたり、靴下

をいじつたりして呼びかけに答えなくなり、眼球上点、全身強直間代性けいれんとなつた。
けいれんが止まつた後も、呼びかけに応えずに四肢を動かす意識障害が持続し、当院搬
送。3時間後には意識清明になつた。

異常 以 外
~ : Z U

3-07000:35 男[ 3歳 102 mg アセトアヽノフエン 異常行動 回覆 インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル職与開珀。不副2日日HE用後、ヘツトの

上で跳び始めた。何かにおびえてる様子。異常行動発現。38℃台。2日後、異常行動回

復。

異常以外-121

3-07000164 男性 ;重 :●u mg 菫酸アンプロキソール
bルボシステイン

匡撃
意識レベルの

低下

快

快

隆

睡
インフルエンザウイルス感染治療の為、リン酸オセルタミビルを破与開始。同日、けいれ

し、自動運動発現。同日軽快。

民冨 以 外 ―

3-07000293 乃性 )9mg フマル酸ケトチフエン

アセトアミノフェン
罠冨行 動
産仁彗姜ハカう

復
復

回

ヨ

る。退院。

蔵冨 以 71・―

3-07001894 女 性 3歳 ,2.5 mg ヒベンズ餞チベビツン

カルボシステイン

塩酸シプロヘプタジン

アセトアミノフェン

璽撃 回復 A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル月1用開賄。服用3時間手後、17し

れん(軽微)発現。インフルエンザによる発熱あり。けいれん軽快。
尾冨 以 外

―

3-07002309 男性 〕1lE 75 mg 維持液(3)

酢酸リンゲル液(ブドウ糖加)

チアミン・ニコチン酸アミド配合剤

異吊何剛

意識レベルの

低下

復
快

コ

隆

A型インフルエンザと診断され、リン曇オセルタミビル服用。2日で解熙。和

:力月後、再度、A型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル服用開始。ふすまを

かじる、日の焦点が合っていないなどの症状が発現。入院となる。症状軽快。

翌日、解熱、輸液投与。インフルエジザ症状軽快。通常どおり受け答え。

異冨 以 7 1・―:

3-07002855 k籠 〕歳 下明 菫摯 回復 インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。

度、本剤内服後、痙摯にて夜間診療所に搬送.

異常 以外-126

リン酸オセルタミビル



希畠轟編』出覇評瞥摯I募身ぶ黎 準言霞壼君理埼言例
の概要昨齢D

解疑召E軒装郷 マ務距。
服用5日日、異常行動回復。朝、服用後、本剤終了。

同日晩、5分間ほどぶつぶつ言葉にならないうわ言に家人が気付き、声を大きくかけて
はつとした感じて目がさめた。

で声をかけていうもとかわらない状態となった。

既眼蹴讃躙鯛驚Fれ、:た::[llillttI琶[襲碁′り
つかせ、親を蹴ったりしていた。意識はなく、5分後に再度入眠した。

罰躍驚縦11蹴鷹臨 禦:聴需配曇I星錮1鶴
クラリスロマイシン
ヒベンズ酸チペビジン
塩酸プロムヘキシン
塩酸シプロヘプタジン

。インフルエンザA型に対し、リン酸ォセルタミビル、
抗事物費等が処方され服用:

馨]祟 製 馘 t↓
な`い

1の
相 える■ なヽい人OFが 聞こえるとつた鶏

当嘔 輸液にて改善。以後、同症状でない。以降、本剤投与中止。その後インフル
エンザ回復。           ~  ~ ~…

… ・・~´ ,i

響1憤][田:讐ぶ贅L∫雷雲圏
で大文夫」と返答議た。蔦衝[順爾:

品奮鈷着γ譜輪為幣電性棚 籍θ橋課盟管吹ιl加け舒馨し
早び「気分が悪い」と訴えて、吐いた。嘔吐発

謂諸桑輪淵轟蠍塩L藤:二。

零野・卸 董“ゆ甲ヒ名前を呼ぶも返答せず:荷郡 あ凛3絣
Fl!*?l:!4._sam4f,fr ssEtil,: AililEE*oafr trlli;c15"i..
1qqf fl €-F!LE-. rnm 2 F tur €"t u 86. n nil u. i*ru eE tr ttls *.r:*ftsEt ElrEEfrilfi. ia,FE" 3oaeera*'*x. 
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リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

幅
: ■'

硼 囃 砥 INb

3-02001235 君性 :5mg カルポシステイン
セフジエル
マレイン酸クロルフェニラミン
リン酸ジヒドロコデイン
塩酸メチルエフェドリン
ロキソプロフェンナトリウム

コ 置 インフルエンザB型と診断、リン酸オセルタミビル75mノ日を処方。本剤75m壼 服用。翌

朝、75m壼 服用し解熱。同日夜、10分程度持続する全身の痙摯が発生し、自然軽快。後
IE症なし。自己判断で本剤服用中止。2日後、受診時、咽頭痛のみでその他は無症状。

異 ■ 以 升
~:●0

〕-03007837 男性 雇 12 5mg なし [識 変容状態 回復 fンフルエンザと確足診断後、リン醸オセルタミビル‖2.5mノロを薇与開贈。破与1回日

直後に嘔吐、10分後再服用時の30分後に意識不明の言動を認める。有害事彙発現30

分後に処置なしで回復、入院して継続投与するも、その後は有書事彙を発現せず。

異常以外―i34

3-03009909 男性 )蔵 墜攀 コ復 リン酸オセルタミビルを投与後、痙撃が発現。その懺回覆した。 民常 以外-135

3-04024623 男[ )歳 ↑ 明 口妥 回 覆 インフルエンザA型と診断、夕方、リン酸オセルタミビル(量は不明,そJL用。翌硼、2回ロ
を服用し、解熱したが、食欲・活気不良。同日夕方、異常な発言あり、倒れ込み受診、軽
産意識障害が疑われた。同日夜、救急外来を受診、平熱で歩いて入室し、見当議は保
たれていたが、意識清明とは言えずごく軽度の意識障害が疑われたt本剤は2回の服用
で終了。事象発現から9日目に徐波消失、退院。退院から18日後、夜間に突然、強い不
安と軽度の意識変容が見られ、入院。経過は前回と全く同様で、:0日目に退院。

民常 以外-136

B-0402508: 女性 〕歳 下明 じし 寛
吐

Ｏ

Ｅ

不明 インフルエンザ治僚のため、投与量不明のリン饉オセルタミビルを‖■用破、ま“ く却夏

らり、嘔吐し、泣いた。

異常 以外-137

3-05022091 君性 )歳 l4mg セフジニル
酢酸維持液
ソリタT-1

異常 行 副 回復 発熱(386℃)にてインフルエンサ隠性であつたが、不副処万。破与後、電駐あり。2回日
lE用後、異常な発言を行い、救急車にて来院、入院となる。入院時、意識正常、異常言
助なし。本剤は、中止とした。

異常 以外―:38

153 3-06002230 男[ )1lE 不 明 プロピオン酸フルチカゾン 匡攣 回復 型ヽインフルエンザで発熱(39.5℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの1■用で開珀した。

限用開始から約1時間後に痙摯が発症し、約5分後に回復した。その後、リン酸オセルタ
ミビルの服用は中止した。
室摯の既住歴あり。

異常 以外 -139

3-06026846 男籠 )Omg 異化不索ロア千ストロ́ トルフアン

アセトアミノフェン
異常行動
車攣

復
快

コ

隆

インフルエンザA確定。服用30分後に奇声を発するも押さえつけ入眠。けいれん発現。入

院目的に搬送時、意識クリアーになる。
民■リンスタl・

~]`u

3-06026849 k性 蔵 ) u  m g アセトアミノフェン 異常 行 動 」 優 インフルエンザの診断なし。リン醸オセルタミヒル60mgl lBI月■用。40ガ私根した餃、仰回

を蹴飛ばし「怖い」と叫び、視点が定まらず、母がつかまえていた。インフルエンザ迅速検

査陰性、咽頭粘液、血液でのインフルエンザウイルス同定(PCR)陰性。

罠常 以 外 ―: 4 :

3-07000:24 男性 )11 下 明 異常行動 回復 昨シーズン、リン酸オセルタミビル服用時に異冨竹副(不思澱な百硼'か発現o

今シーズン、インフルエンザ感染症に対し、本剤処方。熱39.5℃～40.3℃.服用2時間

後、異常行動発現。腹痛、吐き気。翌日、異常行動回復。インフルエンザ軽快。

興■スオ~

じ-0′Ou:ZUl 不明 )歳 l2.5mg E夢
睡眠驚愕

快

快

睡

隆
インフルエンザ治療のため、リン醸オセルタミビル覺万。不剤服用によう名』E刀 ト`フワマ

こなり、悪夢、夜驚症が発現。
インフルエンザ発症から約2カ月後、副作用の訴えからジアゼバム処方。悪夢、夜驚症軽

央。

リン酸オセルタミビル



群錦錦辮譜碑綜出製雪首象毛理裕声
例の概〒件齢D

ン プ・誦η■
B-07003013 = E け属 不明 =ノ 不 卜千 ンム フロ千 セテル

アセトアミノフェン
民=何 副 回復 インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。うわごとを言う、添い寝してい

ヒ家族をける等の行動が発現。
彙与開始2日目、本剤服用中止。

異常以外-144

日-07022879 男性 )晟 )′omg ピフヘフターt
bルボシステイン
アセトアミノフェン

環 乱 碩 題 騒快

削像実った哄叫んだ吹動き回ろうとし
f島慟躙編糖I灘語堂なし李却興]継 続の指示あり。服用2日|

異常以外-145

日-07024539 女性 '1屁 ,4m` 層ち看きのなだ 回復

監留偏淵ど鍮翼絹皆朧 ヒ整凛だ翫
~馴

順δ獅現慇異常以外-146

3-07026290 男性 m8 ソフリ^ロ マインン

クラリスロマイシン
リン酸ジメモルファン
カルボシステイン
アセトアミノフェン

興 市 何 即 回 ■

お宮111曹:Il百:l植おIi軍零蹴
ロレ鵬開焼 異常 以外-147 `uuじ/4/:Lスロ?

追加報告

3-07027258 男性 ′E ●u mg =ヘンス臓ナヘEシン
颯酸シプロヘプタジン
アセトアミノフェン
ヒフテラムピボキシル

IE彙 回覆

轍鷲鷺聰1単髄鶴滉
仕
せんヨ非重篤溌現。服用から2日日、撃覆=ぶ朧 響青毬胡電乳斑冒ξ

し
興 市 以 外

-14 1

5-07027038 男性 )晟 l 1 4  m g
I●l復 インフルエンザA型と診断、リン酸ォセルタ、ビル処方。服薬3日日、興奮状麟出輌

なか眠らず。服薬4日日、朝方、起きて興奮して曇れたが、同日せん妄状態回復。
異常以外-1■9

B●8001746 女 性 便与=
不明

恵 巨 '日矢 回復

不明

|[量li[lil           ii爾]I]|[『III『
日には色党は正常となり、脳波も基礎■動正常化した。

`003/4/11■ 口摯

新規報告

0歳代 不明 露睡 眸細4 明`t理ヨ医の協刀が得られなかつた。) 異常 以外-150

3●400:019 男性 :υ屈 75mg
嘔軍

じ籠変容状態
回復

麺聯勤尚 絲押鋼師孵顧
は回復し、後遺症なく退院した.

異常以外-151

B-04027255 男性 01巳 150m` ヒベンズ餞チペビジン 寛
聴

綱

幻
回復

窪嘉猛ぢご曹驚黒青ん出薔絆描隊
幻覚出現の5時間後、両有害事象回復。

異T以 外-152

男性 10歳 20mg 瞑崚舌 た ん 配 含 刑 (1) 匡摯 回復

詔狙
の夜だ蓬羅 路艦 1部 旨曹だ才gttv翌り彗船澄襖l

異常 以外-153

3-00023′ 90 男性 OE 〕6mg ワル不システイン
リナミビル水和物

nittπ 即 ´ 副 ■ ノンロォセルタミビル内月『後、30分 後に異常発言あり。その30分 後、異常発言回復。 異常 以外-154

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

|ヽ 鋼■

B-060242:3 男性 0麟 :50 mg ロル 不 ン ス ア イン

颯化リゾチーム

塩酸プロムヘキシン

異 澪 fT期

意識レベルの
低下

低
復

回
回

リン酸オセルタミビル2回目服用後、約2時間俊に異常行翻、=臓 iE洵か究現。熱か呂

そうな状態で、寝起きに意味不明なことを言う。その5分後には回復している。さらに1時

間後に息苦しさを訴え、外来受診するが異常なし。

異 1再″スタト : 0つ

3-06024320 男性 アセトアミノフエン

塩化デカリニウム
幻視 コ低 4～5年莉にリン酸オセルタミヒルの月L用歴かめり、同翻ほr.・かつたoこυ.0し、咽頭踊、瞑

店、傾眠から臨床的にインフルエンザと診断。リン酸オセルタミ白 レ1回目服用後、2時

間後に異常な発言があり、母親の問いかけに「夢か現実かわからない」という。翌日早

輌、380℃。幻覚様症状継続。昼前には幻覚様症状なし。

民常 以 外 - 1 5 0

〕-00024604 質 性 10月二 不明 綱寛 殴 駅 'シ酸オセルタミビルを服用し寝ていると、創こ起きて「黒いものが見えて恐い」と言い、
嘔吐し震えていた。以降服用は中止し、翌日軽快。

民需 以 外 - 1 5 7

3-06025003 贅性 0麟 )Omg 更

想

日

姜

快

快

麗

隆
本罰投与開始後、悪夢(大きなクモがいる)出現。
その後に悪夢軽快。

異常 以外―i58

男性 10籠 00mg アセトアミノフェン
ソルデム1(点滴)
ブドウ糖(点滴)

コ復 発熱(39.2℃)、倦怠懸、IE気にて、不副破与。
その夜異常行動(弟が誰力ヽこ首を絞められていると必死に訴える行動、うつぶせになっ

て手足をパタつかせる)あり、同日回復。
5日後、インフルエンザ軽快

異常以外 ï59

B-00026:31 男性 0晟 15 m8 異常行動 回復 前夜、40℃の高熱発現。インフルエンザB型の診断でリン酸オセルタミビル処方。朝、1回

目服用。夜、本割を飲ませようとしたところ、少しぼおつとしていて意味不明な言葉を叫ぶ

等、異常言動が5分くらいあり。牧急車到着.表情うつる。痙摯なし。意臓レベル1.救急

外来到着時、胸部X―P、頭部CT異常なし。インフルエンザ■症の可能性も否定しきれず

入院。翌朝、平熱。異常行動なし。

異冨 以外
- 1 6 0

3-0′0000′4 女性 0蔵 :50 mg 民冨 行 動 コ復 インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル投与開始。異常行硼発現もしやべりまつ

くっていた。

異常 以外―:6:

3-07000107 女性 0蔵 :3u m` ニヘンス霞テヘヒツン

咀酸シプロヘプタジン

カルボシステイン

イブプロフェン

異常 行 動 回■ A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。

異常行動、言動〈家電をなぐつた)発現。

服用3日後、異常行動、言勁回復。

異常 以外―:62

3-07001663 男性 lU扇 :20 mg カル不システイン

アセトアミノフェン
層妥 回復 インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル5日分破与開贈。HL用1日日、異軍事

行動はなかつたものの、「お父さんがお母さんを殺そうとしているJなど、非現実的な事を

話していた。せん妄発現。

翌日、せん妄回復。

服用5日目に服用終了。

異冨 以 外

3-07003787 男性 0歳 150mg ヒベンズ酸チベビシン

塩酸アンプロキソール

d―マレイン酸クロルフエニラミン

ドンベリドン

アセトアミノフェン

回復 インフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処万。不爾服用祠2時間悛、2回p■コ

躍 暑昇慇 l・秘 硼 脚 慇 盤 肝 鰤 蟄 驚 を〕

雑彗開蜘 日臥 議 a■ 0℃。酢 用槻 われ昴 極 状般 められたたみ 妨

の分より本剤投与中止。異常行動回復。

異常 以外―

リン酸オセルタミビル



M、 鋼鷺場鎌鍔紹繁譜鷲標例の岬鮮齢m

B-0200218: 男性 ‖屁 ０↓
　

ｍｇ

フラノフロフェン
テプレノン
ドンペリドン

妄
覚

口

η
騒快 出床圧状よリインフルエンザと診断後、リン酸オセルタミビル:50品g/日を投与開始。投与

』昇多響だ肇裏紀電桑融 書83名島鶴舅燎爵豊1。
その後投与量

興需 以 外 -165

3-00000460 男 性 11ヽ晟 40mg アセトアミノフェン
カルボシステイン
腱咳配合剤(:)

用冤 回 復 鵞隠罰票聯覇P慕議艦ぼ燿需蒻覗隔唖認麗T
幻党は回復した。

異需 以外-166

じ-000254 女 性 ‖厳 下明 ほ寛過取
嗜党
自妄
計算力障害

復

快

回

快

快

軽

未

睦

隆

翌日、投与中止。
首に異写反厖を示=、異常知覚、せん妄、計算障害発現。

現在、症状未回復。

民需 以外-167

ヨ●7000:∞ 男性 :E 150m8 刈冤

異常行動
■
復

回

回 猟嬌召り蔵“踊裏霞1鳥詰壼「
セルタミビル服用開瓦 民軍 以 外 - 1 6 8

3-07000200 女性 1 :晟 150 mg ほ識消失
座摯

■
複

劇
コ 縣篇郷轄燃「翻蠣躍蔚蒻瓢 異写 以外-169

B-07000241 男 性 1 1 晟 135 mg ■殴ンフロヘ7タシン
塩酸クロフェダノール

叫 サウム

忠 師 回復

溜躙 彼ギ響努告鯖′ 異常 以外-170

B‐07001737 男 性 ‖ 蔵 不明 マノアフムこ不千シル

棚 」
キス
,ロメトルファン

騒
越

凛
激

■
復

回
回

異常 以外-171

不明 4晟～ ‖

歳
段与量
不明 硼

　
　
一唯

請卿 11叫職諏 鮒 員̀檄
れ、リン酸ォャレコ 民常 以外-401 2000/4/111口摯

追加報告
女性 :2蔵 67.5m8 リン霞・/ヒトロコテイン配含刑

ヒベンズ酸チペビジン
失神

動田辱葱癬華爵撃鰍 i〔孟i煙轄脚 艦留罫島異写 以 外 -173

女 性 121尼 | 50mg "ルホシスティン
ノン酸ジメモルフアン
塩酸シプロヘプタジン

IE姜 回 復

[辮 鳥躍電,経
霊躍勝暑躙 r翼稟:嫡躍雅F

民冨 以 外 - 1 7 4

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

島ヽ「=
璽 別 "

●
E

'rTF

3-020030:9 男性 :2晟 150mg アスピリン・VC配含剤
サリチルアミド/アセトアミノフェン/
無水カフェイン/プロメタジンメチレ
ンジサリチレート
臭化水素酸デキストロメトルフアン

晨識 消 失 回 復 インフルエンザのためリン酸オセルタミビル服用r7n始。:9時唄2回日服用俊臥床。2町 唄

自力で立位を保てず意識を失つた。そのとき失禁。すぐに下の布団に戻し、約5分後に症

伏回復。翌日インフルエンザ回復。

異常以外-175

3-0300139: 男性 :2蔵 ,7.5mg アセトアミノフエン
フマル酸クレマステン
塩酸ツロプテロール
カルボシステイン

ほ識レベルの

圧下
回復 i998年6月から属長ホルモン分泌が4t下し!`じめ現仕も属長不ルモンを鷲号し■い0。●

ンフルエンザ治療のため夕方よリリン酸オセルタミビル服用開始(39℃)。服用2日目の1〔

時頃解熱していたがつらくて横になつていた。嘔気出現暉 吐後そのまま意識が悪くなつ

た。意識低下:"分ほど持続。18時40分頃来院、顔色不良だが意識は清明。翌日点滴
にて解熱傾向、嘔吐もなし。

屋冨 以 外 - 1 7 6

3-03010918 女性 2歳 :32mg 是化水素酸テキストロメトルフアン

ヒ酸チアラミド
側 野 天 猥 回復 リン酸オセルタミビル132mノ日他を処万。3日間HL用し、4目日の蔵沐時、石日の 卜千万

ド見えなくなったため、投集中止。2～3時間後、回復。
尾需 以 外 - 1 7 7

3-04008523 男性 :2晟 ,Omg アンスロマイシン水相初
アセトアミノフェン

骸識レベルの
匠下

EOl復 インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル60mg/日他を処万。帰モ破、不剤30mg

を服用。i時間後、軽産意識混濁発現、かん高いうなり声、約40分間の多弁、目が丸く

なつた、多動、4:.7℃の高熱が認められた。事象発現から1時間後には落ち着き、さらに
1時間後に再度受診したが、意識清明、発熱38℃。翌日朝、調子が良くなり、36.8℃に鋼

熱。

民常 以外-178

3-05024490 男性 2E 150mg クラリスロマイシン 冤
越

０

敷

覆
復

回
回

A型インフルエンザで発熙(39.0℃)が見られ、リン餞オセルタミヒルの月■用開殖。薇与田
始から3日目に幻党及び興奮が出現した。リン酸オセルタミビルの服用を中止し、投与開
始から5日目にインフルエンザが軽快し、幻覚及び興奮は発現から4日日に回復した。

民軍 以 外 - 1 7 9

3-05026!:1 男 [ :2晟 r5mg アセトアミノフェン r4」見 J覆 ¨ ラルエンザ治療のため昼食後にリン酸オセルタミビルとアセトアミノフェン月『用

(38.9℃)。20分後に嘔吐し幻覚発現。服用2時間後受診時、発熱(40℃)、全身倦怠感著

明だが、意識清明で応答も普通であつた。翌日解熱傾向(37℃台)となり意識障害、幻党

なし。

尾軍 以 外‐1 8 0

B-050261:4 男性 12晟 :30mg ラクトミン 要 想 睦駅 A型インフルエンザで発熱(39.0℃)な見られ、リン嵌Tセルタミヒルの月工用さ開町した。

服用開始から2日目にインフルエンザが軽快〈体温37.0℃)したものの、リン酸オセルタミ

ビルの服用を5日間続けた。服用開始から3日目に妄想が発現し、約9日後に軽快した。

罠冨 以 外 ―:8

3-05026980 女性 12歳 150mg 痙 軍

意識変容状態
睡快 型ヽインフルエシザで発熱(375℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの月風用を開||する。

■与開始から2日目に解熱したが、リン酸オセルタミビルは4日間服用した。投与開始か

Ь5日日に意識レベルの低下と痙攣が発現し、5分程度持続した。その翌日、意識レベル

の低下と痙攣が軽快した。
,お、頭蓋骨骨折と頭部外傷の既住があり、脳波異常は未回復のままであつた。

異常 以 外 - 1 8

3-07000202 男性 21E 不 明 パ ル フロ饉 す トリワム

ゾニサミド
聖 軍 」覆 r・7フルエンザB型に対して、リン酸オセルタミビル処方。服用1時間後、痙撃発現(2分

嗣)。CT検査異常なし。lE用開始2日後、回復。
異常以外-183

3 0̈7000227 女性 2歳 75 mg 置識 消失 コ覆

懺もうろう状態回復。

異冨 以 外 - 1 8 4

リン酸オセルタミビル



辣 響鷺場紺鍔鍬雪譜鷲瞥例の概要鮮齢D

iちろとRそ r鵬占者摺首1〔第1:
、うわごと軽快。      ~ ~~~■

,7tr)t>ut-t)tJ^ 解熱。 ~  ~ ~‐
~~‐ ・――″″摯́` ″`́ ‐ヽ″‐“/J″′Jl

雲撃I〔甲l塞糊 誦M、 1臨闘難棚 桑
査のため入院(1週間)。検査では異常は認められなかった。

臨 、朝輛聰灘醤菫蝋墨聯 洲
・い工‐‐・‐“・…― ・,一        ° 胸部x―p上気管支影の増強はみられた

ロキソプロフェンナトリウム 夕 齢 職 蹄 嘲 癬 聴 融 儒
島奮ぷワ露騎選だ1塁鳥覇どF妹

'アし`簾そ論:蔦蔦財扇薪

硼聯難:瑯嚇錮轟i藤
日目に意識障害は回復。

離理,端 蹴臨隠硼配厨
,An" ll*,*En B7E El:Efr.

、自然に収まり、回復した。

蓄粘 こ貫ぼτぞ鋼 貿臨 暴稔 殿%。

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日まで)     r

N0 i岬 11 ,V型 用「

B-00026622 質笹 13凛 ′D mg =ヘンス霞チベビ・/ン
カルボシステイン
咀酸プロメタジン
トラネキサム酸

E識 消失 In3復 リン酸オセルタミビル月[用10時間後、体に力が人ら丁況刀状憑。世か階段の工万から
両腕をかかえ、家族が階段の下方から両足を持つて運んでいた。開眼していたが、昇る
金中、呼名に反応しない意識消失状態が1分間あり、家族は1分ほど両足の硬直を感じ
た。その後硬直は消失し、呼名に開眼する状態となり救急事で当院来院した。本人は階
段昇つている途中より、家に救急隊が到着するまでの間は覚えていない。

異常以外―:96

3-0700021: 男性 3歳 50 mg つつ預

無感情

自殺企図

■
復

回
回
復

禾
未
回

インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビルll用開始。本剤服用後、IIllうつ、無気

力、自殺企図発現。

限用開始4日後、服用中止。

異常以外―i97

3-07000256 k性 : 3歳 i50m` じ諄変谷状憑 回復 インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル月■用BI珀。服用3日日、解熱したた
め、本剤服用を自己中断。服用開始から4日日、夕方、帰宅。ぼんやりしていて視線あわ
ず、意識レベルの低下発現。服用開始5日日、学校では、―日ぼんやりしたり奇声をあげ

ていた。帰宅時間になつても、自宅がわからないため友人につれられて帰宅する。視線
が合わず友人、家族の名前、自分の名前が言えない。体温:368℃。救急外来受診後入

院。失見当識、健忘あるが麻痺はなく、神経学的所見なし。服用開始6日日、脳波異常な

し。視線あうが、レスポンスない、記憶あいまい。服用開始8日日、活発でふだんどおり、
退院となる。

異常以外―i98

3-07002666 男性 13重 150 mg コ千ソフロフエンナトリワム

噴咳配 合剤 (1)

アセトアミノフェン

吹撃性 回復 インフルエンサB型 の診断 にて、リン霰オセルタミヒル服用 開殖。

lE用開始3日日、掃除機を振り廻し、食器類を破損するといつた異常行動 暴力行為が

発現。直ちに本剤を中止。
中止翌日、解熱し、落ち着きない状態。インフルエンザは軽快。

興■リンスクト
~iVV

1 3-02000597 男性 14歳 150mg クラリスロマイシン

リン酸ジメモルフアン

カルボシステイン

アセトアミノフェン

離 人症

無表情

無 関心

回復 リン酸オセルタミビル150mg/日他を処万。破与4日日に黒気刀、需猥情、題人騒究現し、

本剤投与中止。事象発現後、6日目に回復。

異常 以 外 - 2 0 0

3-02001391 質籠 4歳 75mg リン酸ベンフロベリン

7セトアミノフェン
夭 響 回復 インフルエンサが疑われリン酸オセ′レタミビル1カフセル(75mg,を服用。鷲■慣l晴ロ

誇言J籠糧源:月rr滉塀諄撃ょ肥
強直が認められるもす0こ戻る。そ

興軍 以 外 - 2 0 1

3-03000369 男性 14晟 150mg カルボシステイン
塩酸プロムヘキシン
塩酸プロカテロール
セフジトレンピポキシル

眈含 失調 圧 睦駅 目床診断からインフルエンサ とF断 、リン酸オセルタミビル 150mg/目 櫃 を処万 。供から困

[暑撫颯酬 醐 螺 増翻 朧 :儡
ケつたが、翌日精神科に受診したところ統合失調症が考えられ、外来で経過観察となつ

ヒ。2週間後、症状はほとんど消失。

熙幕 以 7 1・
~ 2 0 Z

3-03009543 男II 4歳 50mg アセトアミノフェン 臓識変容状態
意識変容状態

E●l復 自宅にあつたリン酸オセルタミビル150mg/日及びアセトアミノフエンぞ服用。同日依、シ

汗、顔面蒼白になり後方に転倒、意識不明となる。病院では意識清明でインフルエンザA

型と診断され帰宅するが、脱力転倒、関連性のない発EEを繰り返し、呼びかけへの応答

はない。翌朝は、意識清明で、本人は転倒した記憶もあり。入院し頭部CT、腰柱穿刺を

行うが異常所見なし。以降、意識障害なし。

民冨 以

3-05020848 男性 4歳 150mg =化リツチーム
塩化デカリニウム

E露 レヘルの

ほ下
度摯

回復

回復

インフルエンザ確定診断で陰性だつたが、リン酸オセルタミビルの服用を開躊した。破与

開始から2日目に意識レベルの低下と痙摯が発現し、後ほど回復した。リン酸オセルタミ

ビル服用開始から4日日に服用を中止した。

異常以外-204

リン酸オセルタミビル



糀編轟認潮増F瑞智雪譜籠瞥
例の概要鮮齢□

装翠 幌 鍋 摯 子
あ麟 油 昴:壺Lb瓢 面 直 麒 、膜 こあ

迅選千ツトにて陰性であつたが、臨床症状に鑑み、予鵬頑的でリン酸オセルタミビル
曹讐

xttY日投与開始。翌日、意識障詈(意識レベルの低下)発現。6日後、意識障害

、幻想(光に吸い込まれそうになる)、悪夢

ンに行きl_卜(レの中で意味不明なことを凛叫し、その場で倒れて意識不明の状態l
30分後、救急車で運ばれて来たが、そあ際は意識il画覆し

‐
cL た`:

細酬軍m、 驚告鏃馴詭駅語型躍讚

F喩」讐魯F診時異常なく、経過観察。嘔i工 轟 勇亀三蔦I』J。■轟碓在

弊 霜 =1理 諾 離 ぎ
艤ヽ 飾 職 翻 議麟 轟

径
四肢の不穏

,動
き力ぐみられカ セ′仏 投与。この日の夜まで本剤月1用し、以

盤tヽ ‐鍛癬器 奪梨霜較8禦″辮 糧雇段
菫3輩認警割託潔 ヨ漂J離亜i諄残i五

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

Nざ
F「

口 ,17■ r′
ヽ
■ 岬 日 F+ ・r■サi「=|マ.甲・・・41`‐r‐r― ■、「, ■ F=l  l・ ■・ ЧO「

3-08006354 男性 14歳 150 mg 匡早 回復 こ速検査にて、インフルエンザA型と診断された。体温39.0℃、他のインフルエンサ症状

もあり。

修議茅t化'ミ喜化滉異男l霜霧梅出糧1留彙発現。興奮する詞酬吸ができな

職独糊勒鮮
蠅孵翻轟覇1蔓警零紺儡 質♂
経過中、アルコールは―度も検出れ なかつた。      ‐

2003/4/1,スド摯
新規報告

日―UZυ uZ384 男性 10顧 :50mg リン酸ジメモルフアン
咀酸アンプロキソール
臨酸サルプタモール
J―マレイン酸タロ′しフェニラミン
アセトアミノフェン

巳知不能症 日 ■ キ細不明 異常以外-212

3-02∞3545 質性 5ヨ= '5mg リン酸ジヒドロコデイン

アセトアミノフェン
辱勁 Eめ まし 回復 辟細不明 尾常 以外-213

23( 3-03000392 男性 :5歳 50mg セフシニル
アセトアミノフェン
ピペラシリンナトリウム
スルピリン
塩酸ミノサイクリン

啜眠 」I 発熱のため受診。日床的にインフルエンサ襦 断しリンロτセル,ミビルを0ロロ肛用。

11用一日後朝、嘔吐、発熱、歩行困難(フラフラ)t傾眠がち症状あり。投与中止後23日

間、日1作用継続。

民常以外-2:4

3-04007755 女性 15月1 50mg アセトアミノフェン

塩酸アンプロキソール

=ベンズ酸チペビジン

てんかん 隆快 リン酸オセルタミビル150mg/日他を投与。投与開始3日で痙攣を発症、てんかんと診ロ

同日で服用終了。3ヶ月後、抗てんかん薬服用中。てんかんの症状はおさまつている。
興軍 以外-2:5

3-05025715 女性 511 225m` アセトアミノフェン

臭化水素酸デキストロメトルフアン
意識変容状態 層快 本剤を誤つて75mEX 3回/日で3日間服用後4日目:回服用し服用種r。服用開殖Z口日

に解熱。服用開始3日目に意識陣書(喋り方が緩慢になる)発現。服用終了:日後に軽度

は識障害等あり入院。服用終了5日後意識障害軽快。

尾富 以 オ
~ Z

3,00020350 女性 15歳 150mg fフフロフエン
ファロペネムナトリウム

じ口 鍵谷仄題 隆快 インフルエンザテストでは陰性。発熱があり、リン酸オセルタミビル、イフフロフエン、フア

ロペネムナトリウムを投与開始。3日後、意識混濁、尿失禁などにより入院。意識障害、

不租状態、脳波にて高振幅の徐波が全般的に認められたことから脳炎脳症と診断。12

時間後ぐらいから意識回復。翌日元気になるが、脳波異常は残つている。

異 常 以 外
~ ` :

234 3-07000214 男性 5膚ニ
'o mg セフポドキシムフロキセチル

鎮咳配合剤(1)

アセトアミノフェン

異常行動 回復 38.9℃と発熟。インフルエンサB型とF断 にて、リンロオセル,ミビル処乃。1鳳用筐、長昴

言動発言。寝ていたのが起き出し、意味不明の発言あり、何かをさがす様な動きをくり返

した。家族の声には全く答えず20分程で回復。その後著変なし、本人全く記憶なし。

リン酸オセルタミビル



糀錦轟脚 粛路智雪譜鷲瞥例の概平年齢D

編 摯轟隅澪藝aた
めリン財匂レタミビ岨用。~~

Lな臓レベル低下、もうろう状態、臓がガク
タ墜■晴零鰺J■ 彎u譴 たヽめ当院に搬送.検=施 行したがインフルエンザ脳症

騎霊島冒サぶ嘉磐挙握株外路障害の転帰は軽1

縦畔 蹄 雛維 般陶
で回復、入院して投与中止、その後は有害事係を発現せずf

:含剤(1)
ンプロキソール

,>.F?vt>&row

鮨右f:謂郷靴r温職研霊買餓 ]‰鵜:

ロフラゼプ酸エチル
塩酸プロメタジン

ンフルエンザB型に対して、リン酸オセフレタミビル処方.自宅6ず (主ってし、gぁ荻 「

酬 雪 臨 藩
昴よ臓 構鋒宅蘭凛 凋 濁 紀

ふらつき発現。体温:38.4℃。

日肇希篤言踊 晉‰ i紺。

。服用終了1日後、朝より解熱:用E用絡75日 後、ポー:とした表情で「このま
」「お世話になりましたjあ薇が発=。j晨漸薦予約7J百優n当面ぼ百鰤

叩 夕契塁3齢踊   3蓋 こ

日、月風用しふらつきあり。
夜、体温378℃意識障害(海で自分が洒れている錯覚を感じる等)発現するが1時間
で消失。

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)

(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

N ● E「 l■口 F i =

244 男性 :7歳 :50m` 7セトアミノフェン
彙化水素酸デキストロメトルフアン

腋薇 変容状態 睡快

員常も消失。

毛冨 以 ■
―

3-07000068 男性 :7晟 「●mg アセトアミノフェン
ロ咳配合剤(1)

矢口
摯

ほ

菫

復
復

コ

コ

'ン酸オセルタミビル75mg服用。
的4時間後、母親が心配でトイレに付き添つた所、突然意臓消失し、痙摯を起こした。声

をかけたところ、5秒後に回復した。しかしその後の返答もおかしくトイレに行こうとしたの

こも関わらず、ご飯を食べにリピングに行こうとしたと、トンチンカンな事を言つた。

異常以外-228

3-070002:7 男性 :7蔵 50 mg 一 般 用 鼻 衆楽 睛神障害 回復 インフルエンザ8型にてtリン酸オセルタミビル4日分処方。服用終了筆、発汗菫か属タ

し、本人が頭がボーとするとした自党症状を爵えた。精神障害発現。翌日も同様。服用

終了3日日、脳波で異常が認められ、服用終了4日目に入院。脳波では異常所見認める

が少しずつ改善。服用終了‖日日に症状改善し、退院。

3-07000899 男性 7月= 75 mg アセトアミノフェン

小青竜湯

回 復 発熱30.2℃。インフルエンザB型診断にて、1:畠動省農1=羊躙 警ぞ房猥:響用した夜に興奮(興奮してあばれだした)発現

剤は月風用していない。

異 冨 以 タト~

B-07∞2263 男性 17晟 | 50mg アセトアミノフェン 統合失調症様
障害

下明 インフルエンザ8と診断され、リン酸オセルタミビル処方。

la用6日日、朝の服用にて、服用終了。そのころから、言動に総合性が無くなつた。意識

撃潔灘栞:臓厭農:識物賢]傷謂鷺燿識器 群
見なし。統合失調症を疑う。

民常 以外-231

3-07∞3580 男 性 7歳 150 mg 尾常 行 動 I●l復 インフルエンザに対して1リン酸オセルタミビル服用開||。夜間、異需行動(め:まれる,元

現。押さえつけていないといけない状態であつた。
投与開始2日日、何でも出来てしまいそうな気持ちだつたらしい。異常行動回復。

投与開始6日日にて本剤投与終了。

翼常以外-232

250 3-07000064 男性 18蔵 o mg 口咳配含刑(1)
7セトアミノフェン

な酸セフカベンピボキシル

ほ識消失 コ復 紹悲lず譲盤脚 燿i堀艤ダ
唯い°哺畔°

3-02013958 女 性 911 ル`プロ酸ナトリウム 亘攣 回復 鏃 蝶窮錢詰麟最翼雀馳〔基]隋爾 畷“馨確
現。投薬により症状軽快。2日後には症状安定。

リン酸オセルタミビル



務翻奪揚 ぶ環學善製夕棚 喬壌埼声
例の概ヨ年齢臓

F熙 腎鵠]咄 勤棚 翻鵠翻畠
『黎 鮭蟹    融 県i離晰
ュm、 3黎轟     輔12日日に誼妄は回復し、退院した。

蠅鞭麟 :黎::』繊爛 麟
塩化リゾチーム

群i鍵1四温蔚囁憾島堡[量IF』11:11[繁鵬I彙龍[歩れりと感じたよ」

菖ちア輌濡軍翌ヤ苗醜蜜雪言i告漫:

セルタミビル処方。 の
インフルエンザ症状出現。インフルエンザA型と診断されリン酸

屋型要議=1障 害、撮戦出現のため受診。脳MRI異常なし。本剤中止し補液による脱

7から:日日、症状消朱のため退院。

本剤服用終了11日後、脳波は前頭部に徐波あり。

4呼ヒザ肇定診断後、リン酸オセルタミビπ

眼哭β酬鶴軋 t彗製臨藷塁離鮮絲:逝夢:

朝、本剤服用後、意識障害、痙摯発現二 適■ぞlo秒後に回復。

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

N o ‐ 1 口 別 薔 ? IW常予II轡 留曹甲騨用円町… 帯奮 7中 1工:甲F,■ Fl'3

3-01000445 ズE 24歳 150mg コキソプロフエンナトリウム
颯酸セフカベンピポキシル
テプレノン
タン酸ジメモルフアン

味寛異 常 」覆 欧理藤摯識ξ翻躙紫謝 ご謝高肇融躙r
/味覚鈍麻(味覚がよわい):貧血・舌炎は無し。その約1週間日頃より、味覚障害に対

ナる治療無して回復。

異常以タトー242

3-06024996 女性 4歳 75mg 懸I I不 安 足

議妄
回復 本剤投与開始後、呼吸があらくなり、入院し、せん要状熙、懸側

虚響ギ駐躍1れ 時間毎にせん妄状態と覚醒状態を繰り返す。

2日後、退院

臓冨 以 猾

3-07000089 男性 25蔵 υu mg 霰講消 失 瞳 駅 インフルエンザ様症状を発症。発症0日後、友人からもらつたリン酸オセルタミビル服用

開始。翌日、車の運転中意識がなくなり、壁にぶつかり、当院のlCUに入院。意識レベル
' イ`タルは正常だが、ハンドルを腹部にぶつけ、肝臓の損傷の疑いあり。アンギオ実施。

司日、意識消失は回復。

異常 以 タトー244

B‐05023106 女性 :6蔵 :50mg ごンペリドン
アセトアミノフェン

|口炎 回復 嘔吐、発熱にて受診、インフルエンザ横亜できないが、不剤個覺万。

里朝、奇声等精神症状発現し、精神科入
聰 歩行可能となり、l年後後遺症なく退院。呼吸困難、意識混迷、脳炎として加療。半1

異常以外-245

3-07022877 男性 26蔵 o mg アセトアミノフェン [減 変 容 状 憑

g評負潮 珊 ヒ:郷陸賢総 馴緞」∫纏鱈塩ど
の■ハ入諄_■摯瞳客m● ^

鳳常以外‐246

26ξ 3‐07024140 男性 26蔵 :50 mg ロキソフロフエンアトリワム

テプレノン
塩酸セフカベンピボキシル
セラベプターゼ
レバミピド

隕回響 総 麻 澤 インフルエンザA型に対して、リン酸オセルタミビル5日間服用。服用職 r3日置、石隕ロ

神経麻痺発現。服用終了5日後、右耳痛出現。服用開始から約2カ月後、右顔面神経麻

痺 回復。

罠零 以 外 - 2 4 7

3-07025547 男性 26歳 50mg 骸識消 失 」 傾 う フルエンザ様症状治療のため(診断するもウイルス検出されす)、リン霞オセルタミヒ

ル処方。服用4日日、車を運転中、意識消失発作発現。遺路の左壁に乗り上げ、:回転

し、道路に落下し意識回復した。夕方、意識消失発作 回復。本剤服用中止。

異常以外-248

3-03001782 男性 7月E :50mg 辱見 異 冨 麗快 インフルェンザに対して、リン酸オセルタミビル投与。
3日後、味覚異常発現。
発現4日後、味覚異常軽快

異常 以外-249

B-05000768 男性 η晟 :50mg カルマハセこン
パルプロ酸ナトリウム

クロナゼパム

眼の肌日tH晨

球上転)
ジスキネジー

(不随意運動

(四肢))

コ覆 元来強岡1性脳性麻痺がある患者。インフルエンザ治環のためリン醸オセルタミビルの破

与を開始。翌日眼球上転、不随意運動(四肢)が発現。本剤の投与を中止し、翌日に回

復した。

昆常 以外-250

3-03005261 賃性 28歳 150mg 瞭酸セフビロム 太神

心室性期 外収

睛

回復 … 確定診断後、リン酸オセルタミビル150mg/日を投与開始。破与3回日の

2時間後に意識消失、入院。来院時、意識回復、血圧正常も、体温上昇及び心電口上期

外収縮の頻発を認める。投与4回日においても、全身性脱力及びモニター上期外収縮を

認める。3日目の服用中止、以後神経症状なし、その他の有害事彙も回復。

異常 以外-251

リン酸オセルタミビル



魃 撃警腎当融訴薫劉略揚理甘1響糟壌裕デ
例の概要作齢D

女 性 28菫 150mg ■ロテルビナフィン
アセトアミノフェン

=臓 翼薔 状 憑

汎血球減少症
確 駅

異 T以 外 -252

ヨー05000873 女性 28晟 150mg フトにリン糸懸 冒刑 (4 )
腱呟配 合 剤 (1 )
=酸アンプロキソール

痙攣(痙摯)
失神〈失神)

感覚鈍麻
振職
無力症

回復

轟疇融糀距啓    ポ
民冨 以 外 - 2 5 3

B-00024913 男 性 281E ′o mg アセトアミノフェジ

復
復

回
回 M、 耐 端 I拝

凱 異常以タトー254

3-07000133 男性 28歳 ′o mg グラリスロマイシン
ロキップロフェンナトリウム
テブレンン

目妥 隆釈

紹総 ミ。驚躍需薦詔雪嘉覇F蔽 扇可 異常 以 外 -255

U-07000150 男性 150 mg ′マトアミノフェン
スリレビリン

異 常 何 硼 軽 快
異 常 以外-256

B‐07000151 " 世 28層 m`

フロセミド
炭酸水素'トリウム
コハク酸メチルプレドニゾロンナト
リウム      ~
屹燥スルホ化人免疫グ●プリン

員 ■■硼 回 ■

け動勇覇 。翌 日、異常 行動回復 :′

瞑4‐ ルフミにル 領号開鴫 。破与開鮨4日 後 、異 常 ,モil百ンえ71-ZO′

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

発熱あり。インフルエンザA型の診断でリン酸オセルタミヒル処万。

本剤服用後30分～1時間くらいしてから頭痛、嘔気、嘔吐発現。安静にしていた。

翌日症状改善しないため当院受診。安静のため入院。夕方点滴にて症状回復し食事摂

栗]詣冊 甥 9螢」事お払簿と副作用の回復を確認。
ンラルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル150mg/日他を処方。4日目深夜、フロ】

|を月1用後、耳鳴り、眩曇、ふるえが出現。4時間後、全身性痙攣が発現。眩彙、撮職、

房細勁を認める。治療により2時間ほどで回復。

夕食後、リン酸オセルタミビル服用開賠。

つ。現在、顔の傷の治療のため通院中。

群=ど緞 焔翻燎

リン酸オセルタミビル



糀編器灘靴ξ景路鍬繁譜鷲岬例の概要昨齢臓

VF■判簿Jけ'')●:B-05024:0: 男性 30晟 | 50mg
E忘 IOl復

1:1
異需 以 外 - 2 6 5

女性 31歳 :50mg

塩酸アンプロキソール
テブレノン
77モチジン

味 見 異 市 不 四 餞

蠣f窪型毬ピ〕皐柴10mg/甲ず
百問処方。本剤投与終了8日後に日腔内違和感、無 異常 以外-266

じ-02002740 女 性 `ZttE 150mg ホスホマイシンナトリウム
ロキソプロフェンナトリウム
セフポドキシムプロキセチル
レバミピド

懸冤鈍麻 不 明
異 吊 以 外 -26′

日-030:0917 女性 ,2E 150mg 千́ワシン
塩酸チアラミド
リン酸コデイン

硯野欠損

浮動性めまい
悪心

回復

どた種m、 聯 ま冨臭:7現職 だ晟占属牌
4日目の夜、nJE 異常以 外-268

女性 32晟 75mg トフ不千サム霞
塩酸アンプロキソール
塩酸クロフェダノール
アセトアミノフェン

禾回復

F明

農記艦璧:靭
異冨 以 外 - 2 6 9

日-04027258 女性 32歳 300mg なし 顕面神経 麻痺

融磁謹堡番議l違鍮輔靭itti鰯
罠常以外-270

女性 32屁 i50 mg 隅墜聾百剛 リヽ
カルボシステイン

悪 3 E鍵 答 状 態 回 復

鴨昆昇島観劃壁F発覇[蔓黒福l晉雷罰冒:層百E:響鼎軍鳴発しけぃ「んふ
ZυυO/4/1ルスロ摯
新規報告

3-08028877 男性 32晟 破与量

不明
大 回復

:騒L券紹= 200o/4/1,スr4
析規報告

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

踊 υア 呻 P 電 ‐
N●

‐

3-07000216 男性 ,3E 75 mg 異常行動 回復 インフルエンザ治療のため、リン酸ォセルタミビル服用開始。翌日、異軍竹硼発襲 、人

亮。

異常以 外-271

J-0′U2′′Uu 男性 〕3歳 150 mg フアモナンン

アセトアミノフェン

レ′`ミピド
ポビドンヨード

口諄 レヘ ル の

`下
下 明 発熱、痛み、二水等あり。インフルエンザ治概のため、リンロォセルタミビル服用開始。

辟細は不明であるが、タミフルの脳内移行、中枢抑制作用が起きたと考えられ、中枢抑
Hl作用発現。
眼用2日目、体温40-36度。昼には体温34度まで下降。
本剤服用終了から1日日、本人来局し、「今朝、変な夢を見た。断片的だが内容は覚えて
いない。家族にはじやべつていた」と言われた.今朝は本剤を飲んでいない。睡眠時の悪

夢、寝言、異常低体温発現。同日中に回復。

異常 以外-2 7 2 2003/4/12人騨季

追加報告

B‐05000676 男性 75mg 3E酸エビナスチン
ジクロフェナクナトリウム

鎮咳配合剤(1)
非ピリン系感冒剤(2)
アズレンスルホン酸ナトリウム・L
―グルタミン
耐性乳酸菌製剤(2)

藤諏 凋 大 思ヽ

歳消失発作)

回復 季節性アレルギーの既往歴。38.3℃の発熱、咽頭痛、咳、軟便の自党症状あるため、確
定診断陰性であつたがリン酸オセルタミビルを投与。翌朝服用1時間後に突然意識消失
発作発現、5秒程度で全く後遺症残さずに回復するが、本人はその間の記憶は全くない。
本剤の服用を中止し、受診するが全身状態全く異常なし。

異常 以外-273

3-0201396: 女性 〕5屁 75mg 塩酸ベタキソロール
オキサトミド
エ′`ステン
ピタミンBl・86・312配合剤
リンゴ酸カルシウム
マレイン酸フルボキサミン
アトル′`スタチンカルシウム
フマル酸第一鉄
セフジニル
ドンペリドン
総合感冒薬
ァプレノン
塩酸チラアミド

べ策 rF理 軍 」 傾

嶽 T邸 躙 警 瀾 縫 詣 。沖 習112通 [お 電ヒあ[6酪常]〃
サ

き、意識消失あり。約5時間後、てんかん大発作あり。1時間後、回復。服用:0日後、脳
皮施行にて」ow wavo lurast(徐波群発)1回あり。約2週間後にも同様の徐波群発を認
める。

異常 以外-274

3-04026769 男性 〕5晟 50mg アセトアミノフェン 晨識 消 矢 不明 インフルエンサ治療のため、:50mg/日のリンロオセルタミヒルを"工用。彊与籠 r ttZロ

日、意識消失が発現。現在転帰不明。

異常 以 外 - 2 7 5

リン酸オセルタミビル



魃 岬漑場'薫卿′理需 響声例の暉眸齢D

3-01003997 男性 30E 50mg レ不ノロ千ワツン
ピロミド酸
ヒベンズ酸チペビジン
フロモキセフナトリウム
セラペプターゼ
アズレンスルホン酸ナトリウム

懸寛純麻 軽快 3a4℃発熙あり、インフルエンザと最近の混合感染疑いリン酸オセルタミビル投与爾始T
(確定診断は行つていない)。■与2日目に両手のしびれ、全身に発赤、かゆみが出現。

お     』 毎暮覇諦鍔暮顔醐醜鷺
手足のしびれ等発症3日後両手

異常以外-276

じ-Ob018239 女 鷺 150mg インドメタシン
アザチオプリン
プレドニゾロン
シクロスポリン
ポビドンヨード
ベンズプロマロン
フアモチジン
ラクトミン
タンニン酸アルプミン
メトクロプラミド
イソプロビルウノプロストン
リスペリドン
メコ′ヽラミン
メフェナム酸

精神症状(精
神神経症状
(不租、眼右の
ららつき、手足
のしびれ))
a性腎不全
(急性腎不全)
下痢〈下痢)
税水(脱水)

騒 段

iF寵霜量L慕顎議髪訟案鵠鵬僣賢
。
MttF理 111腎t,こし

ク障害様症状あり、本剤服用7日後、不安感消失。約4ヶ月後、急性腎不全、下痢、脱
水、精神症状回復。さらに4ヶ月後、自党的にはぼ完全に回復。

異常 以 外 -27

B-06026:31 女性 ,6晟 不明 アセトアミノフェン 剛何■
党
聴

異
幻
幻

駅
快
快

睦
隆

隆
価出晨鰺 1をギ導覇真累ぎ保器』織

開始“9℃台発熱時、本興冨 以 外 -278

301 女性 J′E 150mg マ ノン トレン E不 千 ン ル

セフアゾリンナトリウム
ロキソプロフェンナトリウム
サリテル酸ナトリウム・カフェイン面
合剤
リン酸タリンダマイシン
アジスロマイシン水和物

猛 響 暉 詈

悪寒
悪寒
血中クレアチン
ホスホキナー

ゼ増加

回復 リン餞ォセルタミビル:50mg/日及びセフジトレンピポキジル他を処方。4日日、39℃に熱
が上がり、肺炎出現のため、セフジトレンピボキシルをアジスロマイシン水和物に変更受

筈羞言肛鞘夏詑鋼態鷲 、g別譜男iX饉翻露譜
められたが、本人の希望で退院。

異 冨 以 外 - 2 7 9

3-05007:34 女 性 37鵬 150mg アセトアミノフェン
レ′ヾミピド
ジプロフィリン・ジヒドロコディン配
合剤
塩化リツチーム

躙m(躍 踊リ
嘔吐(嘔吐)
悪心〈嘔気)

回 餞

鷲薗楡静綺鶴醸le潔
罠需 以 外 - 2 8 0

B-06000102 女性 ,7屁 75mg ラ`不千 サ ム霞

らルボシステイン
厘摯

憲議変容状態
快

快

麗
隆

瀞    辮 占酬 場 転 民富 以 外 - 2 8 1

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)

(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

「|∬ 7
illE"" 「 口|´ ロチ  .1

'`1奎 ｀
4■̀■  ‐

 ｀ 'ドド′|｀it`lr=|■

30〔3-07024019 女性 7歳 150 mg アセトアミノフエン 覆

復

回

回

民常 以外-2 8 2

3-0201:509 質肛 :8蔵 l5mg 重摯 下明 ― 築症を疑い、リン酸オセルタミビル75m3/日を処方。帰モ後、不耐75m=

を服用したところ、痙摯が発現し、病院に搬送されたがその後の詳細不明。
民需 以 外―Z U J

305 3-04026632 k性 〕8蔵 :●um` クラリスロマイシン
非ピリン系感口剤(4)
メフェナム酸
トラネキサム験
カルボシステイン
ヒベンズ酸チペビジン
アセトアミノフェン

味見 異 旱 回復 発熱のため、リン酸オセルタミビル150mg/勇し:卿 5椰 亀饉
量就訓廃麗虜当どE冨驚=:).4日日、味覚障害C篤でないが軽微でも
ない)が発現。5日日、頭痛、めまい及び発議がみられたため、本剤投与中止。10日目に
ベタヒステンメシル酸塩等による処置を行つた結果、11日目に回復。

民冨 以 外 -2U4

3-04026778 男性 ,8歳 ｍｇ

．

颯酸エフラジノン 頑痛 口 観 3型インフルエンザ治療のため、150mg/日のリン酸オセルタミビルを職与。破与開"慎 J

日日、頭痛がひどくなるとの訴えから本剤投与中止。痛みが強いため、入院。その後、ロ

饉。

異常以外-235

307 3●7000204 女性 8歳 i50 mg トビリン系感冒剤(4)
リヽアゾラム

自傷念慮 I●l復 ― 切りたくなるといつた自傷願望発現。その後回覆。

3-C17003014 女性 〕8歳 :Эu m` コハク酸メテルブレドニソロンナト

リウム
プロポフォール
′くニペネム・ベタミプロン

乾燥スルホ化人免疫グロプリン

塩酸ドバミン
フェニトインナトリウム

濃グリセリン・果糖
塩酸ラニチジン
ヘパリンナトリウム

オメプラゾール

民冨 竹副

鬱識変容状態
覆
復

回

ロ

投与開始5日日、本剤投与終了。

見常以外-287

B-0700:284 男性 〕9歳 150mg 亡

亡

厖

厖 硼察τ乳臨降お盤 描籠躍 盤喘聯み尋層『詭鶴
らた。搬送時もインフルエンザ陰性であつた。

風常 以外-2 8 8

厖亡-32

EO14E ¨ エンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル破与開珀。同目倶、百のかゆら、ス

聴(話し声、戸の開く音、スリッパの音)、報嗜れるようなこわい夢をずつとみていた。エチツ

ラム投与により回復。

昆常 以外-289

3-07001357 女性 〕9歳 1 5 0  m g トラネキサム饉
カルボシステイン

麻責湯

`J鴫

リン酸オセルタミビル



鐵 、辮現場紺鉗紹雪譜鷲埼F例?腰鮮齢D

。インフルエンザA型と診断され、リン酸オゼπフ護万函

ま撃
'欄

雇買y野露躍琴」罐むキヒ織発現。興奮し、両手のしびれ
来院、入院。入院後、半日程で軽快。

ビ鋼轟i≦項梶覇写箔Li晟通軍省寃葛:Ч

カルバマゼピン
フエニトイン 〔鴛 鰐冥 難翻 脚 省凛燻蛛

ていたと考えている。その後2ヶ月間精神症状の再燃はない。

メチルド′く
ペシル酸アムロジビン
パルサルタン

ステレンスルホン酸カルシウ

沈降炭酸カルシウム
クロナゼバム
メコ′ヽラミン
センノシド

碓椰 重琶秘
臨 躍儡 劉翻 斎ξ暫鵬 摯 鶉 こミ

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年12月)から平成21年3月31日まで)

Nb 剛 爾 世

女性 lu日配 150 mg コキソプロフェンナトリウム 璽翠 電亡

3-070249:0 女性 Ю歳 75 mg 非ビリン糸懸■剤(4)

アセトアミノフェン

アズレンスルホン酸ナトリウム

意識 消失 回復 インフルエンザAと診断し、リン酸オセルタミビル、アセトアミノフェン尋を覺万。月■用5時間

険、眼がさめて、トイレに行こうとしたが、気分不良著しく、階段途中にて、動くこともでき

ない状態となり、意識消失し気がついたら、階段の下に転落していた。救急車にて、夜間
産瞳謳惨 書識拙410● 餡:「lf同紺:ていIP‐̂

異常 以外-296

3-02004:74 男性 1!歳 :50mg 颯 餞 ツフテ ロー ル

カルボシステイン
トラネキサム酸
ヒベンズ酸チペビジン
塩酸アンプロキソール

児野欠損 未回復 インフルエンザの疑しヽこてリン酸オセルタミビルを孜与(破与日孤4 明`,。歿与53"luロ

後、視野狭窄発現。発現後、lヶ月以上経過後も未回復。
異常以外-297

3-07004!65 乃性 ;1蔵 :●u mg アセトアミノフェン

リン酸コデイン(1%以 下)
議識消失 コ復 fンフルエンザA型治療のため、リン酸セルタミビル、アセトアミノフェンを服用。夕万、電

車の中にて意識消失発現。日撃者の話「白眼をむいて意識なし。数分で完全回復J.救

臥車にて搬送。三1着時回復。CT正常化。
巴日、意識消失回復。

民冨 以 外 -29じ

3-08028294 男性 l 歳 /5  mg リン酸コテイン
塩酸アンプロキソール
d―マレイン酸クロルフエニラミン

アセトアミノフェン

菫摯 コ復 朝悧鰭懲i'3男侵塁男男属5茜FI忌たそィンフルエンザA型陽性のため、

[:[ililiIIF様[せ場i‖li11苦]誘募晨鷲凄書ll侯亀
曇i鵞首l縦群彎見耕灘霊

新規報告

3-04024731 男性 12歳 150mg 非ビリン系懸冒剤(4)

セフジニル

塩酸プロムヘキシン

塩化デカリニウム

葛根湯

匡攣
ほ識消失

回復 己型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル150mg/目こ破与開"。(～ か～繁

作の既住あり、また、インフルエンザ罹患なしの状態で、原因不明の意識消失の経験あ

り。最終投与(4日日)の翌日にけいれん発作及び意■消失の発現。搬送先での診断は、

(側頭葉)てんかん疑い。パルプロ酸ナトリウム投与等の処置により、有害事象発現4日

後回復。

熙 ■ 啄 ツ

3-05023594 男性 2歳 150mg 塩酸パロキセチン水和物 悪見 霊暑

振戦

隆 駅 爾否翌富鷺掌慧ぜ理奮ぞ腎ず劇騨覧::L留9ヒFれ
思、ふ0え発現。

3日後、軽快

異常以外-300

リン酸オセルタミビル



稿 騨 鵬 場 ,F黎 梶甘譜響 声例
の概要鮮幹臓

塩化ナトリウム
非ピリン系感口剤(4)
アセトアミノフェン
濃グリセリン・果精

募踪[乱温まヤ艦芳
帯星最!:踏:11葬F冒憲墨75馳ヵ型確,議,断後、本剤投与開

始。当日は著変なし。

::羹:輻揺巽[感i孵 隷搬机

がら綺36万後こ兵吾裏iitilヨ醐勇
・
≧ち覆:野【編患ぶ喜晨lだ:

輩 略生ャルタミビ'J処方(確定診断は行つていない)。前日の
繕|テ■墨P3日目よν押うつ■態発現、1与開始覆6百自13「新属厚革二:装

与中止1日後インフルエンザ軽快.うつ状態持統lttiL砺 捩福肩実:

ンフ●聖清環のゆ 、リン霞ォセル
服用開始4日日、嗅覚障害発現。,

翌鶴慶騨彗翼轟許戸罷閑:L落蕩候■蘭品爵

口璃h稲 昴ぷ邸距m、 明 毅ば
黎 出 鶴颯編 1動 :L蕊艦

召:常g君1:留]鋪轟摩印頭

瘍 y儡 翻 i:脚 締

―マレイン酸クロルフェニラミン
鎮咳配合剤(1) 馳

ia騨 離さ留顕 還tttI{五
んを最言ふ面靴商 おだ。■aぽ喬務

失、けいれん回復L本剤服用中止。

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月)から平成21年 3月31日まで)

刊 +ヽ1112,llfllll'1'1・
η= ‐¬Fヨ晴γ |`  `  1 1    .  ´ No

334 3-07004341 女性 :7歳 5 mg ワエン酸フェンタニル
嘔酸ロピバカイン水和物
ベンタゾシン
颯酸ヒドロキシジン
スルバクタムナトリウム・セフォペ

ラゾンナトリウム

尾常fT剛

Cん かん

復
復

コ

コ

子供がインフルエンザに感染。手術日を延期できなかつ

しため、リン酸オセルタミビルを予防的に服用。

躍観滉震鼈:脚 ふ』聾諄昭鋪就ξ軍耀纏
現。
眼用3日日、回復。

異常以外-3‖

3-08023292 虻性 7月1 ′o ng フランルカスト水相初
塩酸オロパタジン

匡軍 回復 病棟での患者発生をうけ、職員にインフルエンザ予防のためリン酸オセルタミビル服用

開始。
本剤服用終了から1日日、夜全身けいれん発現。TV(鉄腕ダツシユ)をみている最中に突

然全身けいれん、意識消失。抗けいれん薬服用。
本剤服用終了から10日日、全身けいれんは回復。抗けいれん薬の服用は経続。

2008/4/1以降
新規報告

3-05024259 男性 18歳 75mg 菫酸セフカベンピボキシル
に持液(3)
アセトアミノフェン
ノバミピド

異冨何期

痙摯

失神

■
復
復

回
回
回

型ヽインフルエンザで発熱(393℃)が見られ、リン酸オセルタミビル75mgを夕万に服用。

当日の午後7時頃、失神を起こし、検査にて重度の不整脈が確認された。その後、症状

ま回復している。

昆常以外-3:2

3-07003778 女性 18蔵 7 5  m g 異常行動 A型インフルエンザ治景のため、リン酸オセルタミビル処万。

投与開始2日日、朝、自宅トイレにすわりこみ、床に頭を何度打ちつけているが、自分で

止めることが出来ない。それが2回続いた。その後、意Int記憶)なし。家族の呼びかけで

意識を取り戻す。

異常以外-3:3

3-07023856 男性 38歳 75 mg アセトアミノフェン 薔妥 回 復 オセルタミビル服用開始。服用1時間後、せん

姜状態となり、大人二人がかりでやつと押さえつけるほど曇れたため、救急外来受診。受

診時は症状なし。本剤中止。服用中止13日目後、せん妄回復。

異常以外-314

B -05000394 女性 1911 :50mg 意識変容状態
落ち着きのなさ

回復

是書修脚 腸 ″糠 ∬螂 補 酷 鰭 肌 看パルス療法により症状軽快、症状発現3日J

退院。

尾常以外-315

3-07000:29 女性 :911 ′b ng 1自石 霰 ソル ビテ ム

コキソプロフェンナトリウム

井ビリン系感冒剤(4)
フルバスタチンナトリウム

ピコスルフアートナトリウム

テプレノン

異 冨何副

異 常行動

明

明

下

下

議者がインフルエンザの検歪を拒否したが、リン霞オセル,ミ=ル 処万。=口 、Д馴'●

際、車で自損事故を3回繰り返した。来院し、インフルエンザの検査を実施したところ陰

注。

罠常以外-3:6

リン酸オセルタミビル



糀 、螺犠聟曽景鉗製露譜喬騨プ硼瓢稀臓

ル5日間処方され服用開始。眼の周りが痛ι「

,上 。痛みが出てから:週間以上経過するも藪書誓ず:Ell作用あ発境轟

>7)VE>+fDftfr:Eh.ElI.

:鐸策[‰ 艘覇ぽ鸞雲漏ふギ事曜員霊1た

ュ黎で■■1豊蓼気状態となり救急Fl送される。
:=日

l不租

置品ξ縦儡… 1蹴w卿 拙 ミ∬:

品:辮ギ鞣銚〔瓢段Ъ看麓風■葛肇蘭鷲ガ毬露暫首飾i

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月)から平成21年3月31日まで)

W ull―
‐
F 性

'

346 3-0:∞2845 男性 52麟 150mg ′クロフエアクアトリワム

颯酸ホミノベン

睡
昏

昏
性離

覆
尿
漫

自

日

璧

コ複 贅通事故によるLi、壻 樋損儡(下版不■麻揮,、肥濤。

発熱(37.1℃)、悪感、ロロ頭痛で、急性喉咽頭炎の診断でフアロム投与開始。

鷺 踊 言貯 L身 ・意感出現、インフ レエ多ザ疑倒こてり増 オセルタミビ朦 与

開始。
その4日後、本剤投与中止。

[言:1呼墨垂    弼 鰤搬鴨
図異常(急性腎不全による)発現。
その2日後、心電口EE常化。
その4日後、異常高血精(高漫透性非ケトン性昏睡)、急性腎不全回復。
DMコントロール、下肢不全麻揮のリハビリの為、転院

尾常以外-322

3-04027266 男性 ,2晟 50mg ファロペネムナトリウム
ロキソプロフェンナトリウム

非ビリシ系感口剤(4)
アズレンスルホン酸ナトリウム・L―
グルタミン

浮動性めまい

冷汗
lE吐

下痢
血圧上昇
心電図ORS群

延長

ユ覆 〕型インフルエンザ治療のため、150mg/日のリン霞オセルタミヒルを覆与。

■与開始3日日夜間より、冷汗、眩彙、悪心発現。3日日、完全右脚プロック(ORSの延

晨)を確認。冷感、体動時眩曇、嘔気、嘔吐あり、入院。4日日、眩曇あるも嘔気、下痢回

巨。5日目呟量続くも退院、以後転帰不明。

異常以外-323

3-05000322 男性 52屁 75mg フルオキシメステロン
プレドニゾロン
テプレノン
コ チン酸トコフェロール
塩化カリウム
ジピリダモール
塩酸アンプロキソール

臭化水素酸デキストロメトルフアン

塩酸セフカベンピポキシル
非ピリン系感口剤(4)
レノグラスチム(遺伝子組換え)
ロキソプロフェンナトリウム

巨軍 (■身[

童摯 )

睡快 発作性夜間血色素尿症、再生不良性質血、慢性警不金の歌優あり。38‐Cを超え0究黒

出現感冒薬等投与するが、2日後になうても発熱、倦怠感持続のため受診。迅速検査で

インフルエンザ8と診断、リン酸オセルタミビルを投与。2回投与後全身性の硬直性痙摯

が出現し、数分間持続。その後通常状態に戻るも、痙摯の前半部の記憶は定かでない.

腎機能増悪のため治療。

異常 以 外 - 3 2 4

3-08000750 男性 ,21E :50 mg イフフロフエン

トラネキサム酸
メキタジン
アセトアミノフェン

ニヽック発作 回復 職場 にてインフルエンザ が 多数発■と、不 人も風都 気味にて雨眠の風 昴 栗 御 口Лユ用し

たが、良くならず、38.1℃まで体温上昇。               _
当院受診し、リン酸オセルタミビル処方。昼、夜に本剤服用。

鰺 懺 襴 鰤 脚 警孵
後も本剤服用継続。同様の症状はみられなかつた。

服用4日日、本剤服用終了。

2000/4/1,ス置摯
新規報告

3-07000155 女性 13蔵 「5 m g アセトア、ノフェン 醸識 変容状服 コ復 インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビルを処万される。1■用徹、瓢糧。=

朝、服用後、腹痛のためトイレに入る。冷汗が出て気付いたら意識喪失で倒れているとこ

ろを夫が発見。歯3本折る、顔の外傷、頭都血腫。自律神経系異常、意識消失発現。他

院でCTをとつたが異常なく、現在治療中。発見時、大きないびきをかいていた。

リン酸オセルタミビル



鼈 、奪霊零曳軒籠躍夕京魃 謀甘曹ま毛蜃峰言例の概要鮮棚

ヌ E 53月| :50m=
こ諄 翼谷 ス 懸 匝

　
　
　
　
一ｍ
ｍ

濶
異常 以外-326

,4E 75 mg 囁ロフエ千ソフエナジン

リ
デキストロメトルファン

皿tL13ト
意識変容状態

異需 以 外 -327

男性 54晟 版与=
不明

回攣

回 復

異常 以外-328 2003/4/111口摯
追加報告

= E 55蔵 50mg ユ 屁 渤

血圧降下剤
B躊 レヘル の

ほ下

=洒 総 臨 {iJl」:‖雪計
う懺 鮒 野

異需 以 外 -329

3-0301214: 女性 55E :50mg
墜撃 回復

時間後に上肢が痙摯したらくイ呂高晨鞘
'°mg/目 を処万。夕方75mgを月

F用
。3 異常 以外-330

男性 55晟 75mg ば し 思 諄 鍵合 薇 態 回 復 路縦還 、電難轟難辞
異常 以外-331

B-04026885 女性 55晟 150mg び し 岸硼 性 め まい 不 明 - - -,' rF v r uEa7 6 o 21 r ) ) v.L2 Z D.Ea a ryr). V > frrt E lVt=E llt | $One,/
I A45.-lg5H tfr *2 E Et . d) rL' n(Lrr-r,24 #ffi t-,J. 4E E . *f,'J*5 + ri : ita:Faonl:rroevhrft&t 6to*mn#*l+I:{fuh; 

- I'
異常 以外-332

3,05001027 男 性 ,5晟 :●υm` 味見凋 ス (啄

覚喪失)

無嗅覚(嗅覚
喪失)

未回復

積惚璽稲霧難葬巽Fごr軍羅胸郡1管躙
じ̈ 07000:49 男性 :●υ mg セトアミノフェン 意識消 失 回復

愛編 鰍滋鸞百繭慾爾請Ψ 異182スタ1-334

リン酸オセルタミビル
44



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日まで)

:Nお■ 1■月l「Iザ 冒 「]「「
｀`
■椰軍■~F'F甲 蜀墨p吋|

3-04027249 女性 56蔵 150mg 墓酸オロパタジン 恵 at凋 夭

発疹
顔面浮腫

回復 頭 ジブルエンザ確定診断後、リン酸オセルタミビル:50mノ日を投与開始。2回目のllL

ヨ後、胸部背部に発疹が出現するが、未処置のまま就寝。翌朝、発疹はやや軽減する

ド、顔面浮腫の自党あり、さらに排尿時にごく短時間の意識消失発現。再度リン酸オセ

しタミビルを服用したところ、気分不良及び発疹増悪、入院。点滴加療等により、翌日回

巨、退院。

尾冨 以 外 - 3 3 5

3-06025:99 k性 ;6蔵 150mg ロサルタンカリワム
ベシル酸アムロジピン

旦汁うつ滞
η覚
腎障害

■
復
復

ロ

コ

コ

薔熱のため「しラルエンザ検壺施行したところ、A型は陰性であつたが、リン酸オセル`
ミビル処方。服用3日日、本人、球人申告によると、目をつぶると幻覚(非現実的内容)が

見え、恐くて目をつぶれなかつた。十曰くらい続いたとのこと。服用4日日、幻覚回復。服
南5日目、熱発、食思不振、脱水症状にて補液処置。服用終了4日後、全身倦怠感著
明。検査上、肝・腎機能障害あり。入院加薇にて回復。

尾需 以 外 - 3 3 6

362 男 l I´ 75 mg アセトアミノフェン
ペシル酸アムロジピン
カンデサルタンシレキセチル
メシル酸ドキサゾシン

球形吸着炭
炭酸水素ナトリウム
アロプリノール
フアモチジン
沈降炭酸カルシウム
シロスタゾール
タゾパクタムナトリウム・ビペラシン
ナトリウム
パニペネム・ベタミプロン
ポリエテレングリコール処理人免
疲グロプリン

匡ヨ 死亡

翼嘉品l勝塾葉尋庁蹄
ルエンザA治摂のためJJン酸オセルタミ

FJLHI用
. 腱常 以外-3 3 7

厖亡-43

3-07000287 ズ 饉 ,7歳 5 mg 署ち看きのなさ 」 傾 7ジフルエンザA陽性であり、症状の訴え強いため、リン酸オセルタミビル75mg服用曖、

壼析開始。服用20分後、息苦しさ出現。Sp02 oO%。022リットル開始後、9誂に改善する

bく、その後起座呼吸。不穏状態となる。胸部レントゲン上(透析1時間後)うつ血を認め

る。服用:時間後、心不全、不穏のお、入院。

露常 以外-338

3-08028881 男性 ,8晟 :50 mg クラリスロマイシン
トラネキサム酸
鎮咳配合剤(1)
塩酸チザニジン
エチゾラム
テルミサルタン

オメプラゾール
ロスバスタチンカルシウム

レ′`ミビド
クエン酸モサプリド

頂蓋 骨陥没骨

折

曖遺征

浙 lξ鵠 百鰭菫ピif留男:“』長指』霊41覇写5霧霧満L壺
骨陥没骨折。左側脳内打撲。
開頭手術、頭蓋骨をプリッジにて固定。
眩量症、失神から:0日日、改善骨形成術施行。
本剤服用終了から約20日日、退院。

以 降

析規報告

3-05001265 女性 59晟 50mg セフジトレンピボ千シル

セラベプターゼ

リン酸ジメモルフアン

メトクロプラミド
ジサイクロミン・水酸化アルミニウ
ム配合剤
酸化マグネシウム

E夢 (悪夢 ) 回復 イシフルエンザA治療のためリン酸オセルタミビル破与。破与開贈日の夜、恐,尭 場o"

賂中夜睡眠時に悪夢発現。
本剤投与開始3日後平熱化し、自党症状改善したため、当日夜の月1用を中止したところ、

悪夢を見なくなつた。回復。

異 日 以 71・~J` V

リン酸オセルタミビル



涙 、鋼電場紺器鉗雪譜饉響例の1要眸齢P

"1圧 59離 150mE e,Jvrvzcrlr+ytv
n ^Jr-E
t)>Art-w77>
tj-ratr=t:
ttlrtr=>.^bl?7)v==t
AEEfl
7X,v>7-wfi>a'rl-t)tt\.L
-rtt t=>

思 う (愚夢 ) 回 復

回復

鵬『濃編翻誦粥悪:渠維常躍備よ層昭薦F可 栞 市 以 外
- 3 4 0

じ却0024962 女性 59E 150mg アセトアミノフェン

覇鰤聯麟鮮琳徽蘊
異常 以外-341

B-07000276 女 性 59歳 ′o mt ハロペリドール
ゾテピン
塩酸ビベリデン
ユビデカレノン
フマル酸クエチアビン
塩酸プロメタジン
センノシド
フルニトラゼバム

息詰まり 後遺症

霧弊麟鵡:i■i!:I亀:鰤硼肩旺
異 常 以 外

- 3 4 2

3-05∞‖25 男 性 6:麟 75mg "ルホシステイン
ステアリン酸エリスロマイシン

鶉   鋼 鰻ζ懸重鰯 菫
異常 以外-343

じ~υ●υυυU30 女性 52晟 150mg

党障害)
嗅覚錯誤(嗅

t e,Exvr t-st't Js.f E-tv7-c tvzll+o n{5#ta4E frl:ffi IFF.lfn*frr. ro6+,*+affi tr. mnsa 4r:ir6#?. #i6*r*es <fEH"
興■E″スタトー344

3-06025517 男 性 62歳 ●um= アセトアミノフエン

既厨ョ副諄
めた●訃731¨ 笙得召えT靱 誅 盤脇

異常 以外…345

女 性 03E :●υmg

藉了」熱詢0
セフポドキシムプロキセテル
アセトアミノフェン
アスピリン
アルファカルシドール
バルプロ酸ナトリウム
ロヽキシピド
ラヽビジル
究降炭酸カルシウム
プロチゾラム
ンエン融モサプリド
=酸チアラミド
ロ咳配合剤(1)

嘔■口いアし`

菫積発作)
回 復

異 需 以 外 -346

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月 31日 まで)

乱1''・識別]呼■ T '',■(7?11:卜''■み'ギ'「■:■■ ●:下′i「7τコiIイ=T!・ 14■■  `｀|■・

3-05002::4 女性 ,3歳 | 50mg アジスロマイシン水和物
昨ピリン系感冒剤(4)
テプレノン
ニカベトナトリウム

床寛異常(味
地障害)

摩快 賠熱有り受診し、B型インフルエンザと診面:治療目的にリン酸オセルタミビルを投与。本

刷投与後3日後、食欲不振、味覚障害発現(重篤でないし軽微でもない)。その翌日平熱

ヒなり本剤投与中止。本剤投与中止20日後、味覚障害軽快となる。

民常 以外-347

3-05000160 =籠 34歳 150mg セトアミノフェン "痛〈両上肢
脱力を伴う筋
勺痛)  ヽ
醸覚障害(上
十身皮膚知党
異常)

ホ回復 発熱、関節痛のためインフルエンザ確定診断を異亜せずリン餞オセルタミヒルぞ破与開
冶。翌日両上肢脱力を伴う筋肉痛、上半身皮膚知覚異常発現。その後の■置、転帰等
こついては不明。

B-050:7977 虻性 う4歳 75mg 鬱識消失(意
識消失)

回復 〕型インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビル破与。lcap‖L用後、意諄凋天"幌 。

隣急搬送される。翌日退院となる。回復時期は不明。

異常以外-349

3-04027658 男性 馬歳 i50mg “フエナム餞
lFビリン系感口剤(4)

床覚異 常 回低 B型インフルエンザ確定診断後、リン醸オセルタミヒル150mg/目を彊■開畑。慎号開用Z

日日、味覚障害を発現。合計5日間本剤服用した後、投与中止。翌日、味覚障害回復。

その後9日日、調子が悪くなり(だるい)、悪寒、味がおかしくなるとの訴えあり。味覚陣書

については、報告時未回復。

異常 以外-350

質性 う5蔵 50 mg コフラゼフ酸エテル 尾冨 何 剛 E●I傾

編省看瑞耀鶴 聟宙縣 停胎った症状が発現。儡
〕65℃。本剤HEH中止。同日回復。

2003/4/111口 こ

新 規報 告

3-03003859 女性 :6蔵 :oumg リルヘンロール
′ポチロキシンナトリウム

メリベンクラミド
アカルボース

日皿罹

血圧低下

未回復 発熱(38.6℃)にてリン酸オセルタミビル服用開珀。

2日後、血圧低下。
その2日後、本剤服用中止。    _
服用中止21日後、右半身麻痺発症。
2日後、入院し脳血栓症の診断。
退院後も右半身麻痺症状は消失せず。

3-03009966 男性 Ю歳 75mg Fオフイリン
プランルカスト水和物
テブレノン
プロピオン酸フリレチカゾン

室摯
鬱識消失

回復

3-0500'653 女性 〕6歳 150mg アズレンスルホン霞アトリワム

インドメタシン
乳酸リンゲル液
メトクロプラミド

骸識変容状態 E●3復

最混護磐署雅:轟難譜鰐絲鰹I黙よ駆諦鍵繋蹂
剤投与中止となる。翌日、家族から意識回復の電話連絡あり。

異常以外-353

リン酸オセルタミビル



糀 留魔当獅景鶏紹雪譜鷲瞥例の腰鮮伽

■ 1奮備看 l′|■IB-0700:73:
う0屁 75 mg 異lι不素霞テキストロメトリレファン

ロラゼパム
クロキサゾラム

顧輝変容状態
度摯

恒
復

回

コ 維蹴盤瑞瓶蘊評画面面聯繭萌 異常 以 外-354

00E 150mg

ツロプテロール
塩酸プロカテロール
クラリスロマイシン
洒石酸ゾルビデム
奥化ォキシトロピウム
臭化水

秀甦尾言
ストロメトリレファン

塩酸アンプロキソール
カルボシステイン
テオフィリン

つつ病 回 復 後̀7緯躍計鼎 乱ぞ♂
踏罵留躍渡弯」羅憾静1彗音芋:9毛霞驚躍PIあ告i「上後、麒軽り

異 冨 以 外 -355

女性 57薦 75mE フ「ビリン系懸冒剤(4)
セラベプターゼ
塩化デカリニウム
アセトアミノフェン
維持液(3)

思猥凋大 思ヽ
臓消失(失
神))

回復

棚 鰍 辣 駆 輸鯛F 異常 以 外 -356

女 性 57晟 150 mg クラリスロマイシン
塩酸チアラミド
リン酸コデイン(1%以 下)
塩酸プロカテロール
嘔酸セフェビム

意 証 消 失 回復

熱£響:路こ翌:嚇詠棚 鷺爾爾認諏甲 異常 以外-357

18-07027779 女性 67晟 mg

1鶉稀
~

塩酸ォキシブチニン
塩酸セレギリン
アスコルビン酸・パントテン酸カル
シウム(1)
カベルゴリン
フエリレビナク
ケトプロフエン .
テオフィリン
モンテルカストナトリウム
キシナホ酸サルメテロール・プロピ
オン酸フ
アセトアミノフェン
餞咳配合剤(1)

異 冨 行剛 4｀明

鷺鸞鮮儒例糊躙翻ぎ
服用中止1日後、体調が急変し、心肺停止にて搬送。

1異市 以 外
-3b U

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日まで)

'雨
」' 年

口畔 T

女性 う8歳 :50mg テガフール・ギメラシル・オテラシ
ルカリウム
アセトアミノフェン
塩酸エホニジビン
メトクロプラミド

骸講変容状態
直摯

」傾 "ル エンザ治療のため、リン酸オセルタミビル150mg/日を投与開始。最終破与(4

コロ)後当日中に、言語、行動異常出現。パルプロ酸ナトリウム投与等の処置により、有

自事象発現!6日後回復。

員常以外-359

3■70Q1205 女性 ,9歳 5 mg リン酸ジメモルフアン

カルボシステイン
アズレンスルホン酸ナトリウム・L
―グルタミン
アセトアミノフェン

豚講 調 矢 回復 Ft品離二義畠撃轟蹴 よほ岳名腸属署場。本剤服用中止。
異常 以外-360

3-07001524 男性 9歳 i50 mg 彊知症 回復 インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル月■用開珀。

11用3日日、幻党、認知症の悪化発現。幻党の内容は「周りに女の人がいて集団見合い

をしている」といつたもの。
本剤服用終了から2日日、幻党軽快。本剤服用後しばらくは認知症の程度が強くなつた。

本剤服用終了から5日目、発熱前の状態に戻っていた。認知症の悪化も回復。

異常以外-361 :003/4/11スロ,
自加報告

3-07025093 男性 ,0歳 150 mg ロキソプロフェンナトリウム

非ピリン系感口剤(4)
テブレノン
塩化デカリニウム

目局t念 鳳 回復

総省音鰭'蹴i多感九【記宮「ち轟非塁ユ、く飲みたいとの発言あ呪
異常 以外-362 2003/4/1ルスリ筆

追加報告

3-02002488 男性 1 歳 :50mg アジスロマイシン水相物
非ビリン系感口剤
セラベプターゼ

電尿病性留睦 禾回 復 悪寒、発熱(385℃)のためリン酸オセルタミビル投与開始。
3日後嘔吐、倦怠のため投与中止。
中止2日後、精尿病性昏睡発現。インスリン処方。
2ヶ月後、糖尿病性昏睡軽快

異常 以外-363

3-03010065 ズ性 l 歳 PL

リン酸ジメモルフアン

塩酸セフカベンピボキシル
ベンフオチアミン・B6・B12配合剤

(l)
塩酸ジルチアゼム
バフアリン31mg

トリアゾラム

想
党

妥
幻

回復 インフルエンザと診断、リン酸オセルタミビル(量不明)をおL用(研用楽のll■用状況ほ4｀

明)。翌日、解熱したが、夜間より、幻党、妄想出現。2日後入院、本剤中止。事象発現か

ら6日目に幻党消失。

異常 以 外
- 3 6 4

3-0200:386 質性 '2歳 150mg アンピシリンナトリワム

ポラブレジンク
スリンダク
テプレノン
塩酸エベリゾン
ジァゼバム

臭化ジスチグミン
フロセミド
ヒトインスリン(遺伝子組換え)
プロチゾラム

薔眠 睡快

断。その後も意識レベル変動あり。

民 旱

リン酸オセルタミビル



魃 撃辮鋼 訴F黎 撃言語響 F例
の概要鮮齢D

リギ'岬1響・'■39( U-0′∞ 0290 男性 72歳 ●u mg クラリスロマイシン
餞咳配含剤(1)
アセトアミノフェン
グリクラジド
嘔酸メトホルミン

姜 想 回 復 インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビ
ろから誰力ヽこ邪魔されている、邪魔されている人から逃げる。逃げ切った後に急にその
人が前に現れるとぃった症状が、本剤服用後に確認された。本剤服用中止。症状回復。

異常 以 外-366

異常 以外 -367
ll u2oolo93 女 性 74H 50mg \rA2)E.\7tV>

7tl.7i,/2r>
l*^*Ai+^t orF,v27>
E&')22>Et:J->
fIEr+7'
t+iJ
tr^Jr-E
trArtr€^+t,

=要

不租

3-04000835 男性 74歳 :50mg 麻 買 湯

アスピリン
シメチジン

認知症 回復 多描編卸 冨讐獄盤囃淵翻酷11輩晟昆岳畿熙Iガ昌ヒξ]炎]a蝸糖日副ヨま認知症症状もメなった

異常 以 タトー368

男 性 74晟 /5mg 7フリスロマイシン
クエン酸モサプリド
センノシド
経腸成分栄養剤(2)
イトラコナゾール

思距レヘルの
低下〈意識レベ

ルの低下)

国 覆

ヨインフルエンサ治菫.

異冨 以 外 - 3 0 9

B-07027778 男性 74歳 mg ヘンルロ ′ム ロツビン 回 復
異常 以外-3 7 0 2003/4/111口|

追加報告

男 [ 76月[ 150mg

略根湯
」ベラシリンナトリウム

見 回■
異軍 以 外 -371

女性 76歳 l50mg 嘔ロフニナツン
=セリレゴリン
プラ′ヽスタチンナトリウム
カンデサルタンシレキセテル
リヽクロルメチアジド
レルニジビン

回復

i顆   蜘 鱚癬

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日まで)

｀

RЙJ ‐

′ :岬 i
性 f賞

獅 : 寧 N8

3-02009730 女性 :50mg プラバスタチンナトリウム

クエン酸モサプリド
フドステイン
セフジニル
トラネキサム酸
臭化水素酸デキストロメトルフアン
カルポシステイン

オキサトミド
ジフェンヒドラミン
フルオシノニド    ´
ベタメタゾン/d―マレイン酸クロル
フェニラミン
塩酸フェキソフェナジン
スクラルフアート

ヌ射 出 羽

末梢性ニュー

コパシー

不明

計̀潔齢 諮解締4温与'嘉:写楊履饒 艦
E買螺障

を晏因性膀眺、食欲不振等発現。原因精査加J

章書や食欲も徐々に回復。転帰は不明。

晏冨 以 外

401 3-0500:017 女性 76歳 150mg 颯酸ドネベジル

塩酸ラニチジン
スクラルフアート

[識 変容状態 回復 老年痴果の既住あり。イシフルエンザヘ喘 晨のためリン酸オセルタミビルの破与を開

始。6日間投与を2クール実施後4日後に意識障害が発現。終日眠つており覚醒しない。

補液のみで翌日から回復に向かい、意識障害発現後5日後に意In障害は回復した。

異常 以外-374

3-05026500 男性 76晟 150mg η党 コ 餞 A型インフルエンザで発熱(38.9℃)が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を開確した。

服用開始から3日目に不穏等が発現し、その後幻党も見られた。服用開始から4日後に

服用を中止し、幻党は発現から5日日に回復した。

異常以外-375

3-01000663 女 性 78晟 グリベンクラミド

ボグリボース

アズレンスルホン酸ナトリウム/

■グルタミン

酒石酸イフェンプロジル

硫酸鉄
アモキシシリン/ク ラブラン酸カリ

ウム

ほ血糖昏睡 I●l復 嗜尿病の既住有りL発熱・全身倦怠感有り病院受診し、迅速診断にてA型インフルエンサ

馘 曙幽翻讐盤鱚[
つは、今回初めて。

異常以外-376

3-030:0786 ズ籠 ,9歳 150mg アルフアカルシドール
ニフェジピン

見
想

り

一民

回復 高血圧、骨粗継症で投薬中憫 始日洲 パ
:な“後子|こ 配 ↑贄ぽ継 当 設 lルタミビル150mg/日5日分を処方。2日間服「

わそわして寝ない。翌日朝、服用後、本剤の投与中止。同日午前中に受診し、会話正

常。翌日午前中まで昼夜の区別がなかったが、年後になり通常の状態に戻る。

異常以外-377

3-07002949 女性 :9歳 | 50mg セフミノクスナトリウム
=フェジビン
マレイン酸エナラプリル

トリクロルメチアジド
スピロノラクトン
アスピリン・ダイアルミネート
シンバスタチン
ジクロフェナクナトリウム

覚

妄

口

遭
置
復

口
回

蕊 咽頭痛、歩行困難あり、入院。インフルエンザ疑いのため、リン饉ォセルタミヒル

投与開始。

署:鰍 峯 撃象夜幻覚、譜妄発現。私月日こ着替え、夫の病=を訪問。嘔 院しよう」と

朝番鰹 謄露需推師 紫製鯛 就領こ錯轟
に思つた由。

その3日後、幻覚、誼妄回復。

異 :零以 71・~`

406 8-05000870 k性 Ю歳 50mg 床寛異常(啄

党障害)
回復 7テ刀面こ乃雨勇彊D'ラ酸オセルタミビル5日間投与。投与終了2日後インフルエンサ

軽快したが、味覚障害・嗅覚障害発現。味覚障害等発現6日後回復。
諷常以外-379

リン酸オセルタミビル



M、 奪薔岬寝彗籠募霧景潔轟識r撃甘露欝毛理峰声例の概要昨齢厠

男性 30屁 :50mg アスピリン・ダイアルミネート
メシル酸ベタヒスチン
酸化マグネシウム

IE漏 (田詈 , 回復

回 復

インフルエンザと診断され、治療目的にリン酸ォセルタミビル投与。昼に本剤服用後、ま

彗密写3侵堪媛躍鯉lFT努普ず努栞葛名妄
が発現〈軽微)。翌朝も症状続くため自

諄度服用するも、再び記憶があいまいとな
る。翌日、本剤中止。その後、症状なくなる。妄想、せん妄回復。

異常以外-380

不 明 80歳代 :50mg
認知症 つノ′ルエンフ:、河しC、リン騒不セルタミヒル月L用開始。うなつたり暴れたりということが

1::瀞 謂羅鰍語升
難爺齋鵬編恐瀧戴P搬

興
異常 以外-38:

3-01o12004 男性 3:歳 :50mg 咀田ミノサイクリン
ンメトリド・無水カフェイン
ファロペネムナトリウム
コキソプロフェンナトリウム

口覚 回復

野
、熱がおきまってか引 党伏 却これ 糀 が見えるなめ、幻視発現。本剤他投

幻覚発現3日後、幻覚、幻視回復。

異需 以外-382

3-07003242 男 性 81麟 75m` アセトアミノフェン      ~
アズレンスルホン酸ナトリウム・L
―グルタミン
塩酸イトプリド

，
痛

吐

”
碩

嘔

Ｉ
復
復

回

コ

コ

盈
尾需以外-3o3

女性 ′o mg Eコスル′アートアトリワム
塩酸マニジビン

鵬ぶ::目目:ジし今脅理:認:墓菖週
こ
Fつた。

異=以 外-384

1 女性 B21E :●u mg アンセミド
イブジラスト
クエン酸タンドスピロン
フアモチジン
非ピリン系感冒剤(4)
葛根湯
アセトアミノフェン

景 観

幻聴

復
復

回

回

晨:軍1:日1重な舞語i動,■二
異 需 以 外 -385

1 3-04027318 = E B4晟 150m` ルヽフロ酸ナトリウム , つ 病 回 ■

l漱黎甚鷲灘轟壼覇響馘手岬
民軍以外-386

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経系症状事例の概要(年齢順)

(販売開始(平成13年 12月 )から平成21年 3月31日 まで)

脇 “■
E ・ r,千■lマ[1・T警摯宰 →1「{賞`'‐1

3-06017777 女性 14蔵 150mg ソビクロン

アセトアミノフェン

塩酸アンプロキソール

キョウニン水
ペシル酸アムロジピン

テルミサルタン

塩酸ジフエニドール
スルバクタムナトリウム・アンピシリ

ンナトリウム

磨要 」 覆 旧橿塞、脳腫瘍手術、不眠症の既住歴あり。インフルエンザ確定診断後、肺炎疑いで人

院。翌日よリリン酸オセルタミビル投与開始。2日後夜間、つじつまの合わない会議あり、

ビん妄発現。4日後以降症状なし、4日後投与終了。

電需 以 外
- 3 8′

3-02002182 り歳 :50mg 段化マグネシウム
マレイン酸フルボキサミン

シエン酸モサプリド
プラバスタチンナトリウム

フアモチジン

ポラポレジンク

アセトアミノフェン

η覚 騒快 幻覚の発現状況は不明。原疾患:痴果(高1旨血漿、日潰瘍を合併)で、約3年前( 1 9 9 9年G

月)よリアセトアミノフェン以外の併用薬剤を継続使用。

3-03013201 女 性 :7蔵 150mg 塩酸フロフラノロール

ジァゼバム
ベンフオチアミン・B6・B12配 合剤

リシノプリル
プラ′`スタチンナトリウム

僣妄 コ復 30歳台から年:回程度心身症のため覚βしていたほか、局皿L、間脂皿症のたの石環

中(開始日:不明)。インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル:50mg/日を処方。

投与開始3日後に、幻視を訴えたほか、洋服を何枚もむやみに重ねて着るなどの異常行

動があつた。翌日、受診時には落ち着いていた.1週間後、再診時には幻党などの症状

はなくなり、再燃はなかつた。

異常 以外-389

3-05026235 男性 8歳 75m8 クリクラント
アスピリン・ダイアルミネート
メコ′`ラミン
非ピリン系感■剤(4)
ゲフアルナート
ジクロフェナクナトリウム

え響 コ復 インフルエンザ発症で入院し、リン酸オセルタミビルの月L用を開殖した。l■用開鶏からZロ

目の朝に失神が発現し、約2～3分で意臓が回復した。同日の夜にはインフルエンザも軽

快した。

異常以外-390

3-070'9990 女性 38歳 り m` ニフェジビン

酒石酸メトプロロール

アルフアカルシドール
マレイン酸トリメブチン

ゲフアルナート
フアモチジン

クラリスロマイシン

アセトアミノフェン

匝障吾

ラクナ糧墓

示 l●」餞

未回復

異 冨 以 外
- 3 9 1

3-04006355 賃性 〕9歳 150mg 塩酸ドネベジル 著ち活 きの なa I・l復 部痛、骨関節炎で塩酸ドネベジルを投与されていた。インフルエ

ンザA型と診断、リン酸オセルタミビル:50mg/日が投与され、翌日にはほぼ解熱。投与3

日目の夜、家が火事になつた等の幻覚が発現。不穏状態が発現し持続するため、本剤

の投与を中止。翌日には次第に不租状態が軽快し、投与中止5日後には全く以前のとお

りとなつた。

異常 以外-3 9 2



穂臨尋灘靴謙魃 標甘露諾喬理埼声例の概要作齢脚

じ‐94026971 男 性 :50-
225mg [:ili:1:l「

ト
アロプリノール
アスピリン
フロセミド
ニコランジル
ー硝酸イソソルビド
洒石酸メトプロロール
フアモチジン
レバミピド
ニトログリセリン
耐性乳酸自配合剤(1)

:: ■`44刊下 可||さ ■

ミ不 クロー ヌス 回 復

儡
ローヌス様不随意運動と診断、入院。有害事

異T以 肝 393

女 [ ●01ロ 150mg テオフィリン
ランソプラゾール
メトクロプラミド
ゾピクロン
カルボシスティン
センノシシド
セラベプターゼ
レポフロキサシン

XJJ嘔 回 復

翼麒 壁蠍
異 T以 外 - 3 9 4

3‐∞∞ 632 女性 成人 不明
巴 事 ↑ 明 肝欄不 明

興軍 以外-395

3-07006907 下明 翼 人 下明 興冤 露 膜 禾回復 インフルエンザ治療のため、リン酸ォセルタミビル服用。服用後、嗅党障害発現。 異常 以外-396

3-08001238 ヌ E B月 tU mI
塩酸アン9『撃夕当″

エニラミン

桜皮エキス
ツロプテロール
テオフィリン

回復

憲靭 籠 讃
苺頼あ面た

■ ,警
。孫轟屎】協嘗発h。約5分後、症状治まる。無

テオフィリン服用。当院にて、診療するも神経学的に異常なし。

2003/4/1ルス『筆
新規報告

男 性 1 1`月 ● 明 バ‐―キンソン
膚

未回復

翁墨省r買∠軍」ヂ易留翼看聯
切こ罹り、リン酸ォセルタミ画面方。服 異T以 外 -397

3 0̈7003019 女性 不 明 mα ヒベン層 チベビジン
フマル敵クレマステン
カルボシステイン
アセトアミノフェン

座 軍 回 復

鳳輛瀬轟翼誡貞勇灘i罵北し、
目

目

日

日

始

始

開

開

与

与

魔

没

異常 以 外 - 3 0 8

B-01∞2841 男 E 不明 不明 ンクロフエアクナトリワム
塩酸ホミノベン

ほ 堀 ↑明

f舌燻あ13蔽 ]〔 篇業名

ミEル 彊,そ 開鶏。破,俊 1～2日後、冷感、ふる 異常以外-399

3-07002665 男 性 不 明 ′l mg ヒベンズ餞チベビジン
フマル酸クレマスチン
カルボシステイン
アセトアミノフェン

田妻 回 復

嬬 矛 準 牌 豪翻郷綺黒写揚』果櫛詭首縦 毀 it象
民冨 以 外 -400

リン酸オセルタミビル



平成21年6月16日安全対策調査会

資料7-2
1年6月 3日タミフリレ

資料5-2異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

リン酸オセルタ ミビル

異常な行動の具体的な鮮“

幻覚については具体的に何が見えたか ?本 人が幻党を見たのが、颯が幻

■を見ていたようだと言つているのか?〉

回復まで
の時間

帰宅後すぐ凰用.1回 日の鳳用後に住状(これる)が発■.ニ

て手がつけられなかつた(異常行動窮 現.間日2回日の鳳月中止.

二れて手がつけられなかつた(日常行動)回復.

うとする●t7ラフラしてすぐに転ぶ.大声で叫ぶの2
母"は 、始の通常と違う興贅に菫くも、特に何もせず経過●

フルエガ A菫 治燎のため、本月21m`X2/日 投与開始.

泣いて■醸しこれた。不ヨ快●(非■■),現.

上がったり、情がつたりaえたりした.
2∞3/01/1003℃まで解臓。その後、本用風用機けた0《～1/202、その
状は出現せず.

:401ホ用内鳳倹.椰■の日でしつ墨 つて日かけても返事をしない。その後僣

18:ゆ ネ剤内臓●I、母を印く、力を投l′る、空中を指差し、「取つて、取つてJと

呼んだ.熱 睡.

母を叩く(空中の物を払う様な勁作).熟睡.

:.インフルエンザウイルXAB混 合(サンプル採取薔所:不明)。
X2経 口投与開始12●13/3/10AMは鳳用なし、PMに層月).

7301■剤鳳用後、1時間饉嘔.ぐっすり嘔る.1時 日寝て、日覚めて、市口を丸

:30)■に取いて燿き上がり、二宙やテレビを指さす.5分●I位に再び曖る。員

10分～20

分

●03℃ のため、他施設にて本"処 方。(10:300ミ フル鳳用。(11
当施設に搬送.経過観察のため入院.(1lm痙 攣取

資に="の 反応Iま口めるも、手足を彙奮した様子で動かし、日"は 何かを通
るIIに動き、口をモグモグ動かしていた。発目を全く認めなかつた.行動員

抗童摯薬ジアゼバム奎栞使用し入曝.(自
無く、発Eも日め通常状饉となつた。行■■常・発目諄

処方施設に本"処 方JIC3ng X 2回 /日晦 .

t=)あ り.臥床していた.い 分後)足をつつばり、自鳳になり痙■のIIな(尋
しわ薔じが2-3分餞き、その住死んだように動かなくなつた。■常17働、産
伏発理.彙““2℃。来腕時、庄状渭失し、意●もしつかりしていた.■■・



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

腱H番 ■
齢

値
年
薇

齢

位

年
単 性Bl PT名 称

タミフル
晨月時劇

異常な17勁

発■時劇

就寝中か否

1載寝中:O、

X)
鰤中

回復まで

の時間

し

回型礎・
体8

●者の2
■

朧
¨
佳

愕
家

菫

の
屋

曖

等
族

唾
症 ”“

他割によ
異常な行動の■体的な鮮“場合、就

ら発現ま

での時間 ¨̈
一

覚を見ていたようだと言つているのか ?)

女性 菫“ 0 ま口けているがぼんやりとしており、再凛の同いかけにも反応が■かつた。

女性 日常行動 :7岨

だらだらと

崚く
3/4

(lフ∞ ～)
里ロ

無

)じつまの合わないことを騒したり.=味不明の=Dが あつた。この時発鵬あ
,.

年 男性

D匈覚
Dn嘉
鉾 ●
頭 常行動

Da兌口=
D浮動性めまい
D3●レベルのほ

午前

解餞過種 無

月4日Bが さがる。
1月6日ふらつき、鶴痛あり。(12301日 の前が■つ嗜、見えないJという。お察時
こは視力あり。幻堂、視■興常、ふらつき、佃■を発理.

Eう。入口し、館をた時には露えなし.

年 女性 菫摯 30分 発mll崚 彙
暉摯

年 女性 菫颯

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
¨

¨̈ 聞韓”̈
・̈

12:301rンフルエンザ予防のため、本剤38al訥晨.
11::り嘔吐。けいれん■積発現(■■萬).25分日、日上下肢を仲晨強直させζ
出性けいれんが持籠。牧急車姜腑.
臼お餞直、■n不 鮮明.呼名反応なし。
当院紹介.JOS3 10a度 .
'|:001ダイアップ坐薫lng投与、ルートキープ.
1時日後に再●“ 露をすることが‐ るようになった.
23:∞″イアップ坐楽投与。

ナいれん■積回●.

臨 .

年 女性

0間代性壼摯
Э嘔吐
Э童籠レベルのに
下

”

夕
朝

タ
輌醸

0 発m●餞
彗せる。鋼と口じ住状(うわ言、座菫、嘔吐)0そ の崚再び就寝.

年 女性 菫颯 309 解静役
ハ占日.(3m)ひ きつけ回■ .その後 は少しうなり声を上 げながら腱ってしまっ

女性
D●■
D痙攣

ｍ

ｍ

:月20日(22●帷 身饉摯S分日.="あ り、やや電い痙摯.(23“Ю)395℃ .全 身
菫撃5分日.菫"あ り、やや軽い痙攣.●4∞ )痙●5分間.
1月1日(lω 痙摯4分間、量縁あり.痙摯強.幻覚あり(ママの目が■つ赤でこオ
ハという)(4:00)痙摯2分日、幻■あり(ママの目が赤い、パジヤマに丸いシオ
ドついていると指差して8う。

年 女性

D幻覚
猫 摯

流 摯責喜状ロ
ｍ
ｍ くれ」と訴えていた。本月1ロロ投与から、日まで記憶がなかつた.

男性
D●常行動
D痙摯

¨
¨
脚

ｍ
ｍ

発麟特餞 (僣血■)

際 薇冥い出す。

猫 饉球が左上自き、口をパクパクする。呼びかけに応じない。●の色が悪く

Iつた.

年 男性 日常行動
前

後

午

午

相
夜
夜
神

0 解na

Cいてギヤンと泣いた。興常行■(■■■)発■。(午ω本"鳳用.夕方解●H
=an.凛 もギキンと泣いた。
000/02/29"は 下がった。凛‐ ンギヤン■いた。頭をぶつけてくる●じが
らつた。
100/03/01夜■3に 泣く(いやだ―と言つてすぐ菫く).ほつぺたをたたいても
2こすが本人は菫いたことを覚えていない。その■本月中止.
000/03/02特 に何事協 じ.員常行動回●.
1000/04/14父●より、鳳用■上してから全く日常なく、健康とのこと.

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

齢
■

年

欧

齢

位

年

単 朗 PT名絆
タミフル
●用時"

員常な行■
発■時■

餞裏中か百
か

1就寝中:0.

鷹寝中じゃな 呻̈ 回●まで
の時日

―嘔りし
て完全日

●
体君

睡●■情
たに対す
るE痣

他剤によ
■常な行■の具体的な鮮欄

ら発親ま
での時間

憧
住 饉

行動Jの
口作用層

■を見ていたようだと言つているのか?)

女性 日常行動 1日2回 O 発熱持麟

rンフルエンザ^型と診断.
12002本"晨 用.
:500H曜 し、菫味不明の書助あり。日常行動 日常言動発現と囀断.
1,002突然屁きだし、シクシク泣く。一点農視し、震える.おびえた様子。「こわい

1■13)当餞へ母よりTE6り .r子供のそばを雛れないように.様子がおかしい

0はだつこするように。本調臓用が0配 なら中止してもよい.J(目“不在のため

"―ス対応)
10●●瑯 ■の角を指■し泣合だす。

「の後鉢 翻nR餞 けるが、異常frnは 見られず.回復と劇断.

キ 女性 日常行動 1 日2回 解餞過程

へ=インフルエンザ沿■のためホ用'鈴g投与開始(～2m3/12/24)。

(2210u)■■行口,■ .■に凛しがったり、3に 澁鵠 すとともに、やつてない
のに

‐
おり“

・
をおるまわをし始めた(ひるにやつていたのを思い出した様子).当

絆壼急外来を受おした燎も、ポリ としており●燎もやや=か つたため、そのま

開始した。

朝、生状は■失しており、経過魔好.2003/12/26

退鴨となつた。

異常行動の転■ :回復

年 男性

D痙摯
猿 費レベルの低

亡摯は1〔

秒糧壼

“色は1

畔
壼

解腱後 無

切稚口で釣10秒薇底、■つ■になリボーつとしていて痙旱を目こしていた。lle
D思い状Eは 、約1時口半崚いた。(幼稚田保富士から母親が聞いた日)

年 女性 日常行■
信者かに■われているJとの発書.

男性 菫摯
口摯(自目をむく見作'

年 男性
妻
覚

開
枷

01100
01411

14時日 発腱書崚 “

D口を嗜むようなしぐさを“り還す。
D多弁.幻覚、物を取るようなしぐさを発理.

年 男性 日常fr動

ω
輌

け

1時日 以

月4日●1知dD颯 寝していたところ急に足をパタバタさせ、その後「おしつこに行
'たいJと鮨じトイレヘ.擦尿をすませた後走つて民り、日か旱口で喋り(家人に

書ヽは分からなかつたとのこと澪 底戯寝.日常行動の疑い(,卜重=燒 ■.

内 彙薇急受摯.受鰺時な臓清嘲、見当"良 好、神経学的■常所見なかつたが、

瞑人の心配が強いため、入院の上経過猥察とした。

年 男性 聴 行動

男性
日常行島
●覚

”
”

0 :時間 1●分 出
ヽ

奎性自ヨ

1003/01/11(午n刈 7℃で受●.●■の保百日でインフルエンザが=行 。キッ
ト陰性.嗅があり、気管支■より鰺晰。もともと哺息あり、ジスロマックとダイアッ
プ塵薬を処方。里日も熱があれば轟院するよう指尋.
lm3/01/1240℃の腱で,鰺 。キットにてはか1_A菫腸性のため、タミフ′"晰n`
X2日、メプチン、ムコダイン.アスベリン処方.昨日処方のダイアップも使用した
とみられる.(1,000ミ フル内口。(10m～ l●ゆ両眼が■常なまばたきを始め

びたくさんあると●い餞けた.(2●∞〉'0分くらいて佳状はおきまつた。=人 が0
2し、■息でかかっている他腱を受鰺。経過観察等で入院となつた。
lmo/o1/14(朝 )■腕.
2000/01′15解 鮨,
“ 3/01/10再 び腱がでたため、当院曼“.異常行動は1/12のみとのこと.

年 男性
慮姜

発ヽ作痙摯

|●17/03/09近にでインフルエンザAと‖明し、本用を処方され、10時に内晨.
3時半に、rちがぅ、ちがぅJ●うわごとを■う。15時、嘔吐.漱こあり.10時、ス
ドーツドリンクを2∞闘飲んで、2-3分後、■に日音上がり、唱吐した。全身強
L性向lt性けいれん、約2-3分.教急車で搬送.

年 女性 日常行動 3時間

月 男性 菫摯 7時日 発●持餞

女性 貪菫性菫摯 5分 発麟中

リン酸オセル タミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

臓尉番号
齢
饉

年
数

齢

位

年

単 性" P T名称
風用時"

日常な行動

発現時対

就寝中か否

(就寝●:0、

就寝中じゃな
い:X)

鰤中

就寝中の
ll合、就

颯時期か

ら発現す
での時間 鰤̈

し

回刊確・
体ユ

患者の出
は

雌
和
住

睡

に

愕

家

薫

の
歴

眠
等

族

睡

建
針

磁

畑

る

他詢によ 日常な行動の具体的な鮮網
旧責lAN

行勁Jの
口作用日

1例:幻党については■体的に何が見えたか ?本 人が幻■を見たのか、

党を見ていたようだと言つているのか?)

年 男性 暉奮行動

夜

●

タ

ロ

発腱持餞

′.ヮーと大声で泣き叫び、全身の筋肉を硬直させ、日は大きく見開いて―点|

嗜視していた.このような腱常反応が2～3分餞き、この反応中は,腱 不明で、

0●がいくり暉んでも反応け かつた。5分位更に母●が子供の名前を呼び崚
すると、やつと気づいて童燎を回復した。その後も、∝ つたり、泣いたりして着

1月18日(本‖内口1～2時間後濃 たまま、まず手足をビクピクさせワーと大声を

らげて泣き叫び、全身の筋肉を■■させ、曜は大きく見腑いて―点を凝視して

ハた.この機な日常行動が2-3分 崚き、この日は、■■口=の ため、母崚がい

:ら暉んでもIE常には答えなかつた.釣 5分aに 、やつと母■の●lび声に気づい

=。(夕方Xl℃ の高摯が有つたため、本H601m3を 内口させたところ、日じ籠な

年 男性 日常行動 解腱過種

1月10日本"内 鳳検、おかけ ,日 を繰りEす (こわいこわいといつてい0).崚

口中、夜には一度●が下がり、佳状は落ち着く.
1月20日硼から壽び見綸.本用は内口防 かつたが、気分高格し、燎と遭んでい

りに寝なかつrD。

鵬性 日常行動 『
タ

2 - 3分以

内 長くて

も10分以
解熱過橿

00,/3/20(午 前)インフルエンザA陽 性。本用、コカール処方(経過●コカール

ま臓用せず)。午前と夕に本剤鳳用.●輌EX2/日 )

!∞'ノ3/21(朝 輝 熱していた。(100m朝 の本用を鳳用する前にたんすに■リ

用いたところr=開 かなかつたJと曾つた。,腱 して開けようとしたかは不明.■■

け動(■■菫)発現。(11:43)再凛受惨(この時点ではすでに日常行動は回復して

. るヽ).2日間!よ̀児 から目を籠きないように指導して、本翻を経崚することにし

腋餞
=状(■■■)が発ヨ.
000/01/10本用の投与状況不明.興奮産状の転「不哺。

女性 に'行 動

昼

夕
朝

タ

0 不哺 不明

11●●l薇亀センター受じ。(1300Xン フルエンザA壼 治燎のら、本MOm`x1/

ヨの投与口始.すぐ解静.(19■OlttH40m`Xlノ ロ検与.
●00/01/14(9002本H40m`Xlノ ロ投与.●∝DttH40m`Xν 口投与.●130)

配寝。この時点まで■■を露めず。●3002異常行取 巨嘔時遭行壺晨窮 ■.

いる●子"作 ～手足をパタつかせるallが綺,時間持崚.父が信り鶴こすと■
出しその後は■常は露めず.体君未瀾定.
000/01/:ズ午前滉 来受3時 にも腱常は2め なかつたら無処口.翼常行動(E
巳時遭行壼0口 ●.体ヨ:304℃.インフルエンザの転帰:騒快 回復

年 男性 日妄 3時間 E艤 持機

ヨを覚まし、お母さんには何も見えないところを指■しr見えるJと言つて身=い
:しながら怯えていた。視“は,宙を見ている様子だつた。母崚が向かい合わせ
r抱つこをして‖虐えていた。散せば逃げ出したであろうと思われたので、一駐
|そのままにしていた。ずつと同じではないが、時々指を差しては佳えてもがく
gじだった。

年 女性 U党

朗

夕
朝

夕
朝

夕
朝

タ

0 10分

rお父さんとお母さんが自分の体の上をジヤンプしていつた,と,う.

男性 腱“

女性 日常行動 月21日前夜と同様のエピツードが2時間おきのコ度で発■.

年 男性

帥
輌
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
呻
帥聾

昼 0 12時間 解熱邊薇

2時 載寝.翌日口●.

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

●"■■
齢
饉

年
蠍

齢
位

年
■

団 P T 名称
タミフル
鳳用時‖

日常な行動

発凛時幻

就寝中か香

〔就寝中:0、
覚醒直

後に発現

就寝中の

■合、就

曖崎■か

ら発現ま
での時日

し

ロ・腱り嵯住
体8

●

厳鵬
¨
住

饉E■ 愕
症■の家

族曖

他用によ
る「■■カ
,■1の
コ作用E

日常な行■の■体的な諄細
口資料N`

の時ロ l l る成 :
(":幻■l

覚を見ていたようだと言つているのか?)

男性 口"童 害状E D住 状.

年 女性
D幻覚
凛 常行動

年 男性 日常行■
ｍ
”

不鵬

90/01/11(11:● ●)不爾1ロロ円口。(17:30「もみをしたり、口薇み召くり菫

「.祖母の澪晨を童味なくひつばつたり、祖母に看い言葉を投Iザかける。近E再

3.当 院紹介受鰺し入腕。この日本人の記憶なし。入腱後、■常行動!まなし.

21:002本■2回目内鳳.体君:386t

1003/02/01解出.
¨3/02/02■院.

女性 暉常行動 ,日2回
師
輌 0 30分 m。

O V 0 3
解腱後

本調12EX2/日 (オセルタミビル輸 `X2/日 )経口性与目綸

"00 ADRl回 目滑 焼時間 :30分

E瞑 中に、突然、口つん邁いになつて、左足はロリながら員様な唸り声(おなか

の奥嗜から唸つている様な)でウォーウォーと叫び続ける。名前を■びかけても

体を押えても全く反応せず、吠え崚けている機.最後に普通の泣き声になり(2
-3分 の短時間のみ)EE状 饉となる.

その2～3分で力も■まり、声も昴々しくなつた。

ても不安になるぐらい力が入っていたとの事.
●|I ADR2回日潜餞時間10分同
起き上がる事はなかつたが、再足で布口をHIJ、ダブルペッドの祖母が休んでし

る反対側に【瞬に機になつている祖母を通り越して〕布団を落としてしまつた.そ
の日、ずつと「ダメよ:イヤよ:Jれ うヽ言を筆り返していた。その後、すつ と睡
屁となる。
(9mH床 .■段と=わ らない様子でrぉはょぅJる日きてきた.
("ゆ祖母より電露逮絡あり、担当医に颯告。本轟晨案中止の指示を出す。

年 気性 ■常行動

2∞0/3/8～
2000/3/10 1日2回 2003/3/1 O 解熱後

"O ADRl回 日)持餞時間:30分

菫曖中に、突然、四つん遭L こヽなって、左足は蹴りながら興様な唸り声
おなかの奥申から唸つている様な)でウ‐ ウォーと叫び続ける。名前
躊 びかけても体舗 えても全く反応せず、吠え機けている様。最後に

,通の泣き声になり(2～3分の短時間のみ)睡眠状饉となる。
[の2～3分で力tl弱まり、声も弱々しくなうた。
日母はこの状鬱で起き上がり、曇れられたら自分では制上できないので
まと、とても不安になるぐらい力が入つていたとの事。
400 ADR2回 目)持餞時間10分間
1き上がる事はなかつたが、両足で布団を置り、ダブルペッドの祖母が

よんでいる反対側|_lMに横になつている祖母を通り越しd布 団構 とし
てしまった。その間.ずつと「ダメよ :イヤよ :Jという言を繰り返してい
=。その後、す一っと睡眠となる.
9,0)起床.書段と変わらない糧子でrぉはょぅ」と起きてきた。
1常行動はその後認められないため、回復と判断.

∞
　
　
′

女性

Э舞■■アテト
ゼ
D需神=状
勢 力菫

1日2ロ 夕
中

"熱後

解繊じ元気になつた。この頃から周囲が日■するような不自然な過囀行動がみ
られていた。
2003/12/19(11:30)
臓内学餞で興=状 ●、歩行日■となり輌=へ 戻る.
多●●や急に■を出すなど●情失摯あり.
指示は理解するが、従今で'ず 、全身性に脱力、アテトーゼ機運ntあり.
ベッド上でもじつとしていられない。
(1220)
アタ"ク ル 、ドル勁 ムなど投与し、鐘静.入腕する。
3性 ウイルス性■佳.MTX■ 生などを疑い■波検奎、口“MRl、山漬綸査を行
うも原因を示崚する日常所見なし.
(15m)
■■.やや奥宙状菫は繊くも、不随意運動は消失.
2000/12/20(■m)
e床 時には■段の状菫に戻る。

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

籠劇薔=
齢

燎

年

数
齢

位

年
■ 性用 PT名称

タミフル
風用時劇

■'な 行勁
発現時"

戯寝中か否
か

1就寝中:0.

鷹寝中じゃな
い :X)

覚選直

後に発現

嘲̈
―眠りし

て完全回

復

体ニ
a書の記

II
旺
¨
住

光に対す
る反● 」］̈

螂

日常な行動の具体的な諄綱

(倒:幻覚については具体的に何が見えたか?本 人が幻覚を見たのが、饉が●

覚を見ていたようだと言つているのか?)
旧資料N(

場合、就
眠時齋か

ら発現す

での時間

女性 0覚 0 1時間

(1ユ10)本H鳳 用しテレビを見ていた.

(1040)入 眠する。幻覚発現.
(1■“)大声で集つている。舌をベリベろ曖 がら大集し足をばたばたさせている
ので祖母が足をおさえた。「今、大■なことが日きているよJという。
(1■55)大実い0(おきまり入曖する。

(2055)r るよJ「
よJという。■球は―点を注視していたとのこと。

館床■は■■行"なし。前日の2●なし。
幻■の転●:口贅

男性

Э“摯
②ジスキネジー
鑢 ●レベルのに 午前中 恥”

Ve3 5分
鳳凛から∞分後に壼摯発現。その5分●I、自"は 落ち着くものの、■●レベル●

くチバチさせる)をしていた。̂院し饉曖。その■、夕方にタミフルを■童鳳用す

女性

D3"レベルのほ

D大発作疸●

口用:0分
●I

餞十分 斃熱持僣
こなくなり、口球上転、全身強直同代性痙摯となつた.疸攣が止まつた棧も、呼

年 男性 日常行動 口用饉 1時日■
彙鮨ll腋
380℃

インフルエンザ沿凛のため、本用機与開91.(51mE X2/日)
′10(23κЮ)本用2回ロロ用機、ベッドの上で跳び始めた。何かに怯えてる様子.
嘔℃台。他腱小児科へ入院。(■院に行くまでに症状は軽くなつてい0
レ10日常行動回復.追院.

女性 菫摯 0分 発麟"崚

1月'3日(lm本 用内風後入曖。(14●Ol痙摯罪現.■は開いているが、̀番 な

.́10分で軽快。その後、直燿なし.

男性
DInttnt
D落ち着きのなさ ″

‐９
” 解麟過檀 無

電話ll=出 す 、現 興か0か 分からないけ する。

男性

鎮 常行動

Э嗜腱レベルの任 発熱持機

12Hに上がり載寝。(11:∞凛常行麒ふすまをかじる漁■.2●でパタンと う`
rが日こえたため、母が行つてみると患兄がふす■をかしつていた.■んでも、
ヨの彙点があわなかつた。薇急車を姜用し、当院曼鰺.晏鰺時、ややポつ とし

眸を目めなかつたため、人院後綺腋のみで経過観察
月13日(10:40H常 行動回■.発 験は綺いていたものの、受け答えははつ=リ
.、母もいつもと童わらない。

男性 日常行動 2013/1ノ26 0 直後 1時口 不用

1003/01/2111'00)A型インフルエンザウイルス嘔彙治■のあ、40m`Xl回 投
晏開始.38℃.(2●30)本劇4thgX l回投与.●|℃.

)が死んでいるのが見えるJ「外に■れて,け J等と露し機けた。
1錮Ю)突然、覚霞した.異常行動回復.
003/01/28イ ンフルエンザの颯儡 :軽快

女性 日常行動

晩

朝
晩 目̈̈

0 3時目

(不明日2・fンフルエンザ籠撃3日目の昼にE察 .瞬から本用を目用.体ユは
38511.

(不明日)鳳=2日 日、朝・嗅に■月 .体二は37●℃.2030に就寝.●●3●同●
に、大「で荀Fを 発し(アー、ギヤーといつたもの)、尋常でない強“ 足を′く夕つ
かせ、●を蹴つたりしていた`="は なく.5分後に■底入曜した.今までインフ
ルエンザでこういった日常行動を起こしたことがなく、今日本"を 鳳用したことで

男性 日常行動

m/02/10■ 常行"が 発■.
四 〇2/11日常行動は口●.

月 女性 :日2ロ 5分

ヨヽイ″ルエンザ治■のため、本凛1輸̀ X2/日凛与田鮨.
11●|IHを母“の"に打ちつける。“意味な聰 鼻■●窮■.体二3, .̈
1005壮2● 根始まる。無意味な動き回復.
1400Fオ ドール内鳳.
15●0当腱壽受鰺.鰺凛するも神経学的に異常なし.

年 女性 日常行動 0 p分 くらt 5分 解綸■● 彙 たえていた。約5分で餞まる.
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異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果
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齢
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鳳用時“

●寝中か否

嫌呻　・
呻̈ 回0まで

の時間

し

回刊確・
体=

愕

厳

朧

¨

住

睡

住
E曜 菫愕

他月によ
■常な行動の具体的な諄“

腱"番号
見■時“

就寝中 O 嘔時“か
ら発難
での時間

軍の
医

●
族

る反応 行■1の
党を見ていたようだと言つているのか?)

年 男性
D韓
猿 常行動

(Dfifi
t4s
l4:0
r5s
I 5i40

@rafl

K D O
② X

10分 発ntll競

口いかけにわずかにロロ .

男性 日常行動 発腱綺崚

年
D恙夢
猿 眠菫愕

卜月による●■がトラウマになり、じ夢、夜叫壼が発現.

年 女性 害ち着きのなさ 夕
ｍ

0 0時ロ 5分
"'/12/03(3:000本 "輸 =内鳳.その後就寝していた。(14:●ID実 然これ

年 男性 1■状鬱 ｍ
ｍ

叫
叫

¨
四

O03/01/031夕方)発 IA(3'3℃)のため当料受鰺 (1●33).Ol用黒のみ処方.

O03ノ01/●1午 前中の外来でインフルエンザAと確定診断。本翻処方。(1,∞)タ

:フル1回国内鳳.

籠。近目に搬入.CT、採血、日常なし.輸腋後、薔宅。本用内諷継機の指示あ
,.(900Bミフル2回国内臓。(1●D■2と同様の壼状が出現(檀度はやや継

男性 自姜 O 2時間 5崎口

口つていて足をパタパタさせて二れる様な状建であつた.日は目じていて呼んで
,日を■まきなかつた。この様な状●が5時間くらい餞いた。その後落ち着いて
tは,■ に睡眠した.せ穂 鼻■=廃 凛 15:∞～":0。
O03/01/29午後当臓受鰺した時は、口'は 認められなかつた。せん姜回●.

男性 日常行動

:0:0本 駅 5ら3/日)、クラリシッК投与■不明療 用.
[1:002n■●H非 菫=燒 理.
卜用内風●1時日して奇"を上げるなど異常行動あり.
嵯 に薇亀率で'送 され入院.
●00/02/04員常書動回●.

男性 1姜 不明 0 解熟過観 腱性壼暉

`ンフルエンザA■とお断。本H157m`X2/日海 方。2/10～211●1日間は日用し
ことのこと。鳳凛状翼鮮"は 不硼.Ol用凛用はなし.カロナール処方されていた

tD3/02/2∝al興=状 ●出■.なかなか眠らず.せん姜状饉(非■■)発現.
lu13/02/21(鵬"が 質鷹きて興奮して二れる。(2/20の事,と一連のものと考え

年 男性 日常行動 朝
鵬

10時同後
5分 発熱橋線 無 LえるJなど.

十分くらい,なことを喋つた(自宅に0.

年 女性 日常行動 数 分 斃腱特麟

年 女性 日常行動 無 精-2-10

女性
睡 彙

D発青遅E

男性 E豪

た

ん

ん

″

ん

¨

¨

¨

¨

和

ゴ、■,実的なことを放していた。
月5日せん姜日●.

年 女性
DE"清失
腱 摯

墨

タ
5分 麟

口日から十分なEEが あつたと思われるが、明確な 時日 までは不明とのこと.

男性 舅竹 20日 夜 1時口 暗騰 J

年 男性
D●党
踊 行■ 『

¨
O

2-3分 で

回色

D.奥 口状“あり。=人がなためすかしていたら、おとなしくなり体んだ.
2凛Ю准状口●.
R人が本人に■取した所r地球がどんどん小さくなり自分がどんどん大きくなり
0かつたJと薔した。
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異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果
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●寝中の
場合、ロ
瞑時n4か
ら発現ま
での時間

し
ロ・ロリ確・

体ヨ 和
ぼ
一

愕

晴

朧

“

住

薔
〓

胃

〓

■

の
Ｅ

曜
●
族 ”櫛

他月によ 員幸な行動の具体的な諄“
lB責‖N(1就寝中:0、

の時目 行動Jの
1倒:幻覚については具体的に何が見えたか?本 人が幻■を■たのか

覚を見ていたようだと言つているのか?)

い :X)

男性
館
〓

球
猿

帥
脚
昼
¨

雪かと思つていたが、口分の理をドンドンと叩き始めた.籠をかをむしつた(機く
まどではない)。1時間の同に3回ほど。(400)奥=状 口ヽ■.
月20日(蒸D奥 奮状態発現。前日とほぼ同様の●状であつた.(4007■■状●

男性 菫摯

月 1日 けい れ ん を2回 曖 E"圧 .イ ンフ′レエンサ の 7_め 不 ロ ロ 万 .不 祠 晨 用 ロ

じ直摯を認める.
月2日入院。本用2回風用.
月0日にい0発 熱は続き、数秒～10螢秒の痙颯が颯発.

男性 口姜
2∞0/3/10午
曳-3/18午 m

夜 発綸持艤 ヂていた。

女 性 に発作痙摯 2-3秒 発熱絆餞

D後、1分後に,籠 もどした.点満確保し、輌■目的のため、他鵬へ紹介晏じと

女性 臓●■失 0
向かつて歩いていたがトイレの前でもう一度目れる."● が近くの内‖へ■れ

男性 ヒ摯
1合併佳)

3月22日痙颯回復.

年 女性
摯■瀾失 C21■ 2か3分 無

年 女性 購 渭矢 :分 彙

|が階段の下方から薔足を持つて還んでいた。日■していたが、昇る途中、暉
3に反応曖 い意籠瀾失状籠が1分固あり、祖母はi分はど口足の■口を感じ
=。その後曖自は用失し、呼名に開颯する状●となり薇な車で当腱来餞。本人

1940H急 率で来腱時は■諄清嗜だが、すぐに入颯するような状口、呼名には

rcmし 、応書名菫助t正 常、麻痺なし.

年 男性
■行

燿

覚

常

際

凶

班

¨

`ンフルエンチ鳩 象のあ.本月の性●m始 .
0■、妄彗_異常行動発理.
キ期不嗜
0覚、妄鶴、異常行■日●.

男性

Dうつ輌
凛 感情
)自段企ロ

2月:日口うつ、彙気力、自曖企口発現.マスコミの■遺により3月20日に■者

籠より凛局に電露連島あり.『タミフルロ用後("“ 年12月1日ごろ)から最近ま

|ずつと上●の■作用が出ている。長期間崚くこともあるのか?との日合せ内
睾により、中外DICに■■.12月1日に発現との颯告であるが、工薇にこの日が
し理日であつたかどうかも不明とのこと。

女性 臓 レベルの低

妨
朝
妨
軋
妨

層腱過■ 彙

|は一日I=んやりしたり、■,を 上げていた.帰宅時日になつても、自宅が分か
,ないため、友人に■れられて嬌宅.視綸合わず、友人・家族の名前、自分の

′スは=い 、記憶曖味.3月 18日 視“合い活見となる.記憶■4Lなし.3月17日

ξ発で書段轟り.E院 となる。3月20日 二院後鰺察.記憶は■つており、日資を

年 女性 日常inl
ヨ複していた。

年 男性
動行

覚

薔

常

開

渕

凛
風用後 0 |19 解鶴過橿 無

年 女性 “ロヨじ 無

●■の投与日始.
時期不明
日榎=発 生.

年 男性 日常行動
発船綺餞

中
無

2∞7/1/8栞 鵬時、体ユ :●"℃ 。(10コlA●インフルエンザ治量のら、本用
7●喘̀XM回 内鳳。(100異常行動発■.もうろうとして菫腱がクリア.『健を壼"
気か?Jと言つた.●00022Fから降りてきて、再び=nも うろう状●.●190℃.
r死わと言うのか?Jと うヽ言葉に母の暉びかけrどぅしたのJにより菫腱が罠つ
た。その検は詈菫.ご菫菫べた。(22002曜 =で 口薔.●40022● もうろう「日
で、何で?Jと言い波いた。ベッドに戻して、うつ伏せにしたら,籠 が晨つた。「お
母さんがなんでいるの?Jと言つた.臓"℃ .
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異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

"用詈■
齢
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年

致

齢

位

年

単
性" PT名 称

レ

”効冊
員常な行動
発現時劇

餞寝中か香
か

(就寝中:0、 ｍ呻

餞寝中の
In合、就
嘔時劇か
ら発現す
での時間 嘲̈

し

ロ・Ｅり嵯一
体温

●者の記
憶

愕

露

鵬
¨

住

饉
亡 喘狐ｒ

睡

Ｌ
苛
雌

珈

る “̈
¨̈

日常な行■の具体的な鮮“
(倒:幻覚については具体的に何が見えたか'本 人が幻■を見たのが、●が幻

党を見ていたようだと言つているのか?)
旧資料N

t :ヽX)

年 男性 日常行動 0 20～009
0な動きを組リユした。家族の声には全く答えず20分程で回復。その後■■な

年 女性 自曖'慮

夕
朝

夕

朝

タ
コ

a17/02/10■ より解綸.
007/02/22夜 ボつ とした表情でrこのまま死んだら楽かなJ「お世雷になりま

たJの機な発●があるとの電“があり、自穀願望力もしれないから、そのようt

∞7/112/20自段ロロ的な発●は■失したが、念のため、他腕籍絆神経科に
日介する。
●|フ/03/01頃 自薇ロヨ疑いは回●.

年 男性 直ロ 午前中

二がわか
りません
が、■腱
後トイレに
行つてか

3・4分 解腱過程 賂性痙颯

ヒ颯

年 男性

D 喘
Dttn行動
D澤勁性めまい

０
０

の

Ｃ

の
０

け
０

解議過程

タインフルエンザA壺 治凛のら、本月7姉 `X1/日 投与開始。体=334℃ .

口用後就寝 .

夜)ふらつき.異常行口、L憫 (非■菫滉 理.

いらふら起き上がり異常行動をして転■.転●Iの結果、EE部外●.

田lr外饉.4針饉合.
E倒、AH郵外信、ふらつき、日常行動回復.

朝)本"75m`投 与.以後、風用せず。

年 男性
失瀾

曖

摯

ｎ

開

凛

臆
5秒 暗餞持繊 無

レ後に回復 .

ングに行こうとしたと、卜"劾 ンなことを言つた.

年 男性 臓lB

男性 冑神障害 5日ロ 暉熱過程 無

じる。■波で翼常が認められる。SPECTCは 、両側顧In葉～後頭葉の血=は 1

bり。インフルエンザロ住又は'ミフルにコ作用として入院.

年 男性

暉は着明、見当臓ありだが、会■に澤ユ.神経学的には明らかな脱薔=状 な
、́“Rl、ルンパールを施f7.日長、■晨支を示崚する所見なし,統合失口=を

箋い他院“介.

年 男性 臓"澤 失 2200ta :分 解腱過種 彙 ■●の呼びかけに応υ■ .ヽ

年 男性 議「̈
瑚 発熟持線

女性 に覺作直摯 2分 い熱過理 無

年 男性
"つ■
D白霰'■

3月 12日 内晨 開始2回 くらいて、気持ちが薔ちて 日験したくなる●じ、うつ状 ●発

■.
3月10日1-2日たって気持ちも■ち摯いた.
3月22日再び気持ちが落ち込んだ.

年 男性 臓凛消失
朝

タ により回 無

年 男性 E臓童審状笙 午 前 30分

m7/12/2ス 嗣)発膠、RH壻、全身の目"輌 あり。
O07/1ν200007当 院受鰺.インフルエンザAと診断し、本用処方.帰宅後本用
15m`内風し、数時間●●.
19002R常行動、■動が発現し、15分餞く.薇色甍情.(首をクネクネさせたり、
晩をしきりに組んだりする。手首がない、ここはどこ?など.Xl,oOptn障 害見
彙.救=が ヨ着する頃には改善.(20002E■観察のため入院.=腱 障害回復.
:∞7/12/29C“ゆ遭農.
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異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

摯"書 ■
齢

饉

年

螢

齢

位

年

単 性劇 PT名称
タミフル
ユ用時■

日常な行動

発現時“

就●中か否

儀寝中:0.
詭寝●じゃな

い :X)

ｍ哺

就寝中の

場合、就
曜時劇か

ら発■ま
での時間

回復まで
の時間 判嵯復

体■ わ
■

情

麟疇
¨
住

睡曖=lU
産りの菫
鮨屋

紺

厳

畑

る 叫̈
赫̈

日常な行動の具体的な鮮“

("1幻 党については具体的に何が見えたか?本 人が幻覚を見たのか、■が幻

■を■ていたようだと言つているのか?)
旧贅‖N`

年 男性 E"瀾 失

後

前
後

前
後

午

午

午

午
午

不哺

1/21は午前のみ風月)。
003/●1′凛嘔∞)車を■籠中、="消失発作(非■鵬 ■.遺日の左■に彙リ
Lげ、1日=し、遺路に着下し="回 復した。(17001t●消失発作回復。本‖
,与中止.

男性 発綸持崚
魔臓もうろう、うわ書斃■(井■●).

年 男性 日常行動 夜II 本剤鳳用
発熱持続

3時間後

年 男性 日常fr●

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

0 魚

月10日100バジャマ、オムツを脱いで:あつちへ行くJと燿きあがる.141●'電

雷が■っているJ「テレビを見ていた力"レ ビがないJrこの●■どこJと日常言勁
[発現.入院中で、寝たり日きたりを繰り通していた。生状は寝晟きの―口だけ

年 女性
異常行動

夕食饉 0

年 男性 堕餞

菫●発■(募■=).
1鶏不朝
菫"□ ●.

●代 男性 F籠消失 嘔驀 中に―■ 自分が何をしているの かわ からないような状 Eに “ つた。

年 男性 日常行動 10-15分
日常"勁発現.

年 女性

D●覚
凛常行動
D幻菫

い ,ノ2/25

02000

①―
∞

∞ 崚中

午前中

精41発達

工澤

ιる.監視されている、■な声が日こえると発曾する.

年 女性 ヨ“,■ 解餞途中 彙
彙を切りたくなつた。

年 女性

摯
移
賣

凶
猿
跡

2a17/3/2 解腱過程

月2日(朝)■椰、日側腋富部の発務に気づく."チ ク、ヒリヒリした感じ。(午彙
暉腱.(夜凛てから幻■(二階に就簑していて、玄目の腱を目ける■.玄日の日

月3日(5くつ)=付いてから段されるような怖い夢をずつと見ていて辛くなリデパ
1ヽ槃内■。その後晨れた。

男性 日常lr動 0 解腱過橿

Bに燿きて透析のIIを自分で,い てまたコしたという興需IT勁(事故菫用)を鼈
二した`

女 性 魔"レ ベルの低下 ● 彙

卜綱7h`投 与.

夕方)主人が「宅してみると本日銅より病掟に行つたこと、昨日の事も全く2●
こない.■在のことは分かる。■●障害(=颯燒■.
0は30℃台に下腱していた。
日菫を疑つて仕腕“介入廃となる。
キ期不明
日凛障害(屁懺涸●.

女性 菫●渭失 ”
¨

10分 発躊持崚
中

ゆ07/12/1α夕万漱 303℃ )、晏水 、瞑 、嘔n輛 の饉状で栞屁 .インフルエン

X1/日内層し颯つてしまつた.●3001mがさめて、トイレに行こうとしたが、気分
下良著しく、階段途中にて、動くこともで書ない状●となり、意●用気絆菫菫lL
民がついたら、日殿の下に転落していた.救亀車にて、夜口"腱晏“.慶由に

“07ノ12/11(1バD硬 口T血 口0口 し、日外科にてBCT検 奎受けたが、日常な

わ"ノ12/12インフルエンザの転層:軽快

年 女性

D下費
猿 ■■常
""錯 誤

1月29日(夕方麻■暉=(珠が全く嘔曖 い、しょつばし燎 しかLr3ぃ)、嗅覚障害
においがわからない廃■.

年 男性 箋職磁 ar16/4以 前 夕" 2000/4以 前 夕 "
ヨ載(死亡)

年 女性
滅 摯
D童口渭失

ｍ
ｍ

発船持崚

リン酸オセルタ ミビル



・
     異 常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

●81■■
ｍ
饉

年
強

齢
位

年
単 性 " PT名絆

タミフル
mB時 "

就 寝 中か否

ｍ呻．

就寝中の
10合、就
曖時劇か
ら発現ま
での時間

一̈
―嘔りし

て完全回

復

体 君
●者の日

ta
朧
¨
住

●

家

■

の
Ｅ

曖

●
族

饉

菫
光に対す

る反応

他用によ

る「奥常な

F動 Jの
コ作用歴

異常な行動の具体的な鮮"

発理時"
は 寝中:0、 (":幻覚については■体的に何が見えたか?本 人が幻■を見たのか、

■を見ていたようだと言つているのか?)

男 性 IJ= 不明

せん姜状燿となり.大人二人がかりでやつと,さえつけるほどユれたため、薇3
外来受じ.彙じ時は菫状なし。入院.
2●8′02/05せ ん姜口●.

年 女性 暉常行ロ ｍ
ｍ

ｍ
ｍ

年 女性 |“

:は■なるコ齋と言われた.

女性

D匈覚
D●複
開 常●
D悪0

¨
知

0

ェる●覚が出現した。ヌこの足が前方に向かい動いているように見えたとの事

Cある.本人の弁ではこの時は■腱があつた。

Eの後テープルの上のものをひつくり返したが、覚えが無い。

に、本"鳳 用●入曖.

年 女 性 LE瀾 失 薇分 斃鮮 輌 ra童

卜剤獅 ノ20ノ日を投与日始。(～3/2)
E韓清失発作が発■.
嵌臓消失発作にて自宅で倒れているところを菫快が発見した.その後、童■は

魔し、本"は そのまま内口を檀行したが、その后、意口障害はなかつた.

鷹臓渭失発作回復.

年 女性 E"レ ベルの低下 蒻 敗分 熙醸過日 鮨

女性 =口 壼さ状● ｍ
¨

ｍ
い

藪時口 暉摯過ヨ 彙

イヽレで倒れ、=口 瀾失1分.倒れたと の口"は 彙い。曇用を置用晨、既口し

Lものと思われるが、ホ確口のため不明.

年 女性 書ち着きのなさ 無

19:30XンフルエンJAn性 であり、症状の訴え強いため、本‖,37ng内鳳後通
析開始
“0:302●不全、不■の■、他院へ入院.
(夕方用神症状も政薔する●t、不■状Eであつた時の記●は皆無であつた。

年 男性
陳 摯

D"羮

女性
僣のルペ

旱
籠鑢̈

下
解熱過a 無

をした可籠性)発■.食事をかき込むように食べ菫息崚、薔巨状腱

年 女性 日常行動 1日2ロ 解熱後 神経佳

インフルエンザハ型治薇のため、本用籠用開始(2c●Iノ日)

“2●OX日晨用後、“りがこみ上げる。構を投げるといつた菫状.異常行動(弁
■■)発理.体ヨ:315 。ヽ本用鳳月中止。同日口■.

年 女性
D■●■8状菫
D痙摯

照失禁もあり、その後口住した.

年 女性 ,う舅

〕月14日うつ状菫発■(非菫日).夕方の分まで内日したが、あまりに睫状がきつ
. の`で手首を切つて死にたいと思うという産状が出■).夕方の内日以降、本

ン投与中止.

女性 菫懺消失
ｍ
ｍ

〔時間 陪鯖 綱

(1:つ0ホ "7姉 EX,口投与.
(10:00H受鰺.体ヨ:370ヽ 本■7肺`X1/口投与.
120:002本用鳳用後、日腱から帰る途中、運転時、自宅近くで意摯清失.
ガードレールにぶつかり(プレーキかけつ前のal分が大敏.
本人はその前後、コでの事故当時の記憶がない(どの機にして事故になつたか
覚えていない).
救拿車で運ばれ、コ“CTとるも員常なし。

19:002当院曼鰺.体ヨ302℃と解綸.事故について、意"が なかつたことを目く.
ホH硼 内口後、投与中止.以後、ロロに経過.

インフルエンザ:軽快 口●

リン酸オセルタミビル



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の追加調査結果

齢
饉

年
臓

齢
位

年
■ 性" PT名称

タミフル
ロ用■月

就寝中か香
か

(戯寝中 :0、

口寝中じゃな
い :X)

韓寝中の
ll合、載

口時劇か

ら発■ま
での時口

回復まで
の時間

体=
駆
拗
住

■

■

■

の
Ｅ

曖

●

族 ”価
¨̈
¨̈

E"■ ■
発現時対

て完全回

凛

(":幻■については■体的に何が見えたか?本 人が幻■を見たのか、■が=

覚を見ていたようだと言つているのか?)
日責HN`

女性
日常行動
1血薔暉書

2000/1ノ10

夕
蠣

夕
硼

2m3/1/1'発 餞と を訴え、当院に来腱.本人の■菫によリキットで綸晰したと
ころ、題 インフルエンザと"定 されネ用を4D分 処方.本剤投与口崎(～
1/19)。
2003/●1/10鳳 用後、体を横にゴロゴロするような不口な勁書を亡々していた。
足の不同運動が強く立つ事が国■であつた。トイレにうづくまつてつらそうだつ

2●3/1/19体を横に■かす助=があつた。日院受鰺.本月中止の指示あり(そ
れまでに4●●pttD.
"“/1/"昼 頃体口がこ童し、依急車で“発に豊送.不■■を情■で案凛ど:
であつたかは不硼.(12:03D死亡。
自綺の死日は目橿■とお断されたが、■族は日常行■が見られた点から、本
"が日a=を B発した、もしくは本綱によリパーキンソンが騒化し、死亡に至つ

女性 欧口渭失 1～2分 彗“邊檀 無

年 男性
D●■
猿 知菫

計いをしているJ。本"層用後しばらくは口知産の目度が強くなつた。

年 男性 臼曖念慮

回 /02/00A緊 ●センタHこ てロキ ソニン、PL、セルベックス.SP,処 方 .

m3/02/03近 くの"‖こ飛び込みたい.洒をたらふく飲みたいとの発言あり.

年 男性 饉摯
”
”

0 ・ｅ３螂螂一
17時間

発腱持餞 螂̈
蹴

1に急にその人が前に■れるといつた壼状.

解腱過橿

年 男性 日常行■ 解ma

IⅢ/03/03解 摯していたが、自■車運転中に中央分●薔へ績触しそうになる

0るようハンドルを40助したりした.本人はそのことを目めようとしぉいが、=より
目い合わせを受けた。

饉 代 ,知症
1言うなど"果産のような状菫になつてしまつた。インフルエンザ発症前は、■

女性 0■ 彙

男性 (―キンソン嘴
卜用内晨 後、′く―キ ンソンロ,■ .

■ 311
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